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欢迎辞
出迎えの挨拶:

　{空港で}:すみません、「中日韩教育交流团」のお客様でしょうか。ようこそいらっしゃいました。私はガイドの尹と申します。お迎えにあがりました。初めまして、どうぞよろしくお願いします。すみませんが、全員まだ揃っていないですから､こちらで､少々お待ちください。トイレは大丈夫ですか。トイレはあそこです。どうぞ。皆様がお揃いになりましたら、バスの方へご案内いたします。混んでいますから、お待ちになる間に、お荷物にご注意ください。それでは全員お揃いのようですから､簡単にご挨拶をさせていただきます。お疲れ様でした。私は現地ガイドの尹です。今回の旅をご一緒させていただきます。どうぞ､よろしくお願いします。お荷物を全部お取りになりましたか？早速ですが､お荷物をお持ちになって、バスの方へご案内いたしましょう。お荷物をバスの下に置いてくだされば、結構です。パスポート､財布などの貴重品はご自身で携帯なさいますようにお願いします。それでは、バスにお乗りください。

｛車内｝:皆さん、お揃いでしょうか。人数をご確認させていただきますから。お席にお掛けください。はい､全員の笑顔を拝見しました。ご協力ありがとうございました。じゃ、出発しましょう。車内の温度はいかがでしょうか。

　皆さん、こんにちは、ようこそ成都へいらっしゃいました。長い空の旅で､さぞお疲になりましたでしょう。ここであらためて自己紹介させていただきます。私は現地ガイドの尹と申します。こちらは観光バスの運転手の＊＊＊さんです。車のナンバーは○○です。皆様と今回ご縁がございまして、成都観光中ずっとお世話をさせていただきますので、どうぞよろしくお願いします。

「百聞は一見にしかず」という諺がありますね。中国を知るために中国においでになって、ご自分の目でご覧になった方が一番いいと思いますよ。それで、皆様、もしなにかご要望やご質問がございましたら、なんでもご遠慮なくおっしゃってください。皆様に楽しい中国旅行をしていただけるよう精一杯がんばりますから、どうぞ、よろしくお願いします。また、中国には「友あり､遠方より来たる、また楽しからずや」という古い諺がございます。本日は皆様をお迎えすることができまして、たいへん嬉しく思っております。どうぞ、皆さんも、ご自宅にお帰りになったつもりで、楽しい旅ができますよう、心から願っております。

　それでは､ホテルの方へ参ります。車内は禁煙となっていますから。愛煙家の皆様はご協力お願いします。空港からホテルまで､約15キロで､25分ぐらいかかると思います。この時間を利用しまして、成都滞在中の注意事項をいくつか申し上げます。まず、時差についてですが､今、皆さんの時計は何時ですか。北京の時間では現在○○時です。中国と日本の時差はちょうど一時間ありますので、北京のほうが一時間遅れております。どうぞ､忘れないうちに、皆様の時計を一時間お戻しになってください。これから、成都旅行中の集合や出発の時間はすべて北京時間を基準にしていますので、お間違えないようにご注意ください。

次に､交通ルールについてです。こちらは中国は日本と違って、右側通行ですので。道を横断（おうだん）される時に十分お気をつけください。また､なるべく歩道橋（ほどうきょう）をご利用されるようお勧めします。

それから､お水のことです。ホテルでは｢飲用水（いんようすい）｣と書かれているものは、そのまま飲んでもかまいません。しかし、それ以外の生水はマグネシウムなどが多く含まれているため。そのまま、飲むと､病気になる可能性があります。ですから､生水は直接飲まないようにしていただきたいのです。

最後に､電圧について一言申しあげます。一般に中国は220ボルトで､日本は１1０ボルトなので、日本の電器製品を使用するには変圧器が必要です。

　さて､前に見える､立体交差橋は「人南立体橋」と言います。ここから、突き当たりの天府（てんぷ）広場まで､約5キロで、まっすぐ一本の道です。成都にくるお客様はいくら偉い人でもみんなこの道を通りますから、成都の迎賓路（げいひんろう）とも呼ばれています。三国時代の時、劉備玄徳も馬車に乗って、この道を通ったことがありますから。成都の古い道の一つになっています。今成都のメーンストリートの一つになっています。｢人民南路」と呼ばれています。

　ここから､ホテルまで､約15分かかります。この時間を利用して､成都について、簡単にご紹介いたします。成都は四川省の省都です。つまり都ですね。四川省の政治､文化､経済の中心でもあります。面積は1．26万平方キロメートルで。人口は１０００万人ぐらいです。標高は500メートルで、四川盆地の中心にあります。成都はなぜ「成都」と言いますか。皆さんご存知ですか。昔の「蜀都賦」という本によりますと「一年は集まり、二年は村になり、三年は都になり」成都という名前はこういうふに名づけたのです。「成都」のほかに、二つの別名があります。一つは錦（にしき）の町。つまり「錦官城（きんかんじょう）」と呼ばれ、それはもう2300年以上の歴史があります。昔、成都は「蜀の国」と呼ばれ「蜀」という字は蚕（かいこ）のことです。つまり養蚕（ようさん）することですね。それに恵まれて。成都の錦の産業はたいへん発達していました。だから、中央政府はたくさんの「錦官」という錦産業を管理する役人を成都に派遣して、成都の至所で、その役人さんの姿を見えるため、成都はその時から「錦官城」あるいは「錦城」とも呼ばれるようになりました。もう一つの別名は「芙蓉城（ふようじょう）」と言います。それは約1000年前､後蜀の皇帝様孟昶（もうちょう）という人は芙蓉の花が大好きなので､成都の至所で芙蓉の木を植えました。晴れの天気の時､成都の城壁（じょうへき）に登ってから､下を見下ろすと、たしかに、芙蓉の花の海みたいな感じがします。だから、その時から成都は「芙蓉城」あるいは「蓉城」とも呼ばれるようになりました。今までも､成都には「芙蓉」という名前のホテルとか、レストランとか多いですよ。

　成都は昔から、ずっと｢天府の国｣と人々に呼ばれています。実は｢天府｣というと､昔､宝の物を保存する役人さんの名前でした。つまり、ここは物産（ぶっさん）が豊富で、ものがよく取れる所です。成都は北緯（ほくい）33度で､年間から見ると気候は温和（おんわ）です。一年中の平均温度は１６度ぐらいで、寒くないし、暑くないです。一年中でも快適なシーズンですよ。自然に恵まれてここは二毛作です。毎年の五月ごろ、小麦と菜種（なたね）を収穫します。十月ごろ、お米を取ります。昔からもう中国の「住みやすい町」と評価されています。

　さて、いよいよホテルに着きますが､車内にお忘れ物のないようお手荷物を確認ください。ホテルに到着して､チェックインの手続きが終わりましたら､しばらくお部屋でごゆっくりお休みになってください。夕食は＊＊＊時からです。＊＊＊時にロビーに集合します。また､ホテルで両替できます。ホテルに到着後､ご案内いたします。

　はい、ホテルに着きました。お忘れ物のないようにお降りください。

別れの挨拶
　　いよいよ、お別れになりますが、私の気持ちは名残惜しいです。ご滞在中の一週間のうちに、わたしたちは世界遺産と言われるその九寨溝と黄龍、三国の遺跡「武侯祠」、唐の時代の詩人杜甫を記念する杜甫草堂ナノのところを見学しましたが、そのうち、我々のサービスの方は、行き届かないところがたくさんあるかと思いますが、どうぞ、お許しください。中国は発展途上国ですから、道路とか、ホテルとか、レストランとか、いろいろな完備されていないところもありますので、旅行中きっと不便な時もあると思いますが。皆様は大変納得した上で、許してくださいまして、感謝の気持ちいっぱいです。また、時々、口に合わない食事とか観光地の混雑とか、渋滞とか、さまざまなこともありましたが、皆様も、大変ご協力を賜りまして、誠にありがとうございます。日本では「別れは会いのはじめ」という諺がありますね。今度の旅するうちに、残っていただいたいい思い出を家族とか、友達とか、周りに住んでいる人にお伝えください。彼らにもいつか中国へ誘ってください。もし皆様がまたいらっしゃったら必ずうちの会社をご利用ください。その時、私は必ず顔を出しますから。

　最後ですが、うちの会社及び今回の運転手を代表いたしまして、一曲の歌を歌います。「星影のワルツ」。はい、それでは、団長の方から、今度の旅のご感想をまとめて、ちょっと一言でもお話しください。皆様拍手してください。すごい、素晴らしいご感想です。ありがとうございました。
　はい、まもなく、空港に着きますが、ここから、上海までは代替2時間ぐらいです。今日上海の天気はだいたい～ぐらいです。成都よりちょっと寒いですから。お体にお気を付けください。では、途中ご無事で、お元気で、さようなら。

武侯祠
途中案内

皆さん､おはようございます。今日はいい天気ですね。皆さんもお元気でしょうか。まず今日のスケジュールについて、ちょっと説明させていただきます。午前は武侯祠を見学します。そして市内のレストランで食事をします。午後杜甫草堂へ行きます。ここから武侯祠（ぶこうし）まで約15分ぐらいかかります。じゃ皆さん窓の外をご覧ください。この川は「錦江（きんこう）」と呼ばれています。錦はにしきという文字です。三国時代の時蜀の国は錦織（にしきおり）がとても盛んでした。現地の人がその人で錦織を洗った後、その錦織の色が鮮やかになりましたので、その川は｢錦江｣と呼ばれていました。そのため成都のひとつの別名は錦城あるいは錦官城と呼ばれるようになりました。

はい、皆さん目の前のその橋は「万里橋（ばんりきょう）」と呼ばれています。これについて中国には昔からある物語があります。皆さんご存知ですか。「千里の道は一歩から」ということわざですよ。その時紀元223年頃､三国時代時､蜀（しょく）の国と呉（ご）の国の関係は戦争のせいで悪くなっていました。二つの国はもし同盟（どうめい）を建てないと強い魏（ぎ）の国と抵抗できないため。蜀の国の丞相（じょうしょう）諸葛孔明（しょかつこうめい）は費炜（ひい）という幕僚（ばくりょう）を呉の国に派遣しました。費炜が出発する前に諸葛孔明は費炜の手を握ぎりながら「千里の道は一歩から」と言いました。費炜は一生懸命努力しましたので､二つの国は仲良くなりました。

今、この時間を利用させていただいて、武侯祠についてちょっと説明したいと思います。

武侯祠は成都の南にあり、三国時代（さんごくじだい）の劉備玄徳（りゅうびげんとく）と諸葛孔明を祭っている所で全国歴史が一番古い三国文化の博物館です。紀元223年4月に劉備玄徳が白帝城（はくていじょう）で亡くなり諸葛孔明は彼の遺物（いぶつ）をここに埋葬（まいそう）して以来。すでに１７８０年余りの歴史を持っています。

はい、皆さん、そろそろ武侯祠に着きます､貴重品をお持ちください。足元に気を付けてください。では､降りましょう

武侯祠

ここは黒い壁があります。これは中国の礼儀（れいぎ）では重要な人物がここに祭られていると言う意味です。はい、ここは武侯祠の正門です。皆さん､上の額（がく）をご覧ください。「漢昭烈廟（かんしょうれつびょう）」が四つの文字が書いています。「漢」は劉備玄徳が打ち立てた蜀漢政権（しょっかんせいけん）という意味で。「昭烈」とは劉備なくなった後の贈り名（おくりな）です。「廟」は偉い人がなくなった後祭られた所です。「ここは武侯祠で諸葛孔明を記念して建てたものです。それなのになぜここには“漢昭烈廟”と書かれているのだろうか……」そうです！これは成都武侯祠の特色の一つです。つまり、この武侯祠は漢昭烈廟と合併（がっぺい）されているのです。武侯祠と漢昭烈廟は元元別に建てられ、別々に存在していました。蜀漢の皇帝である劉備玄徳を祭った漢昭烈廟に足を運ぶ人は少なくて。これに対して､彼の部下にあたる諸葛孔明を祭る武侯祠に参拝（さんぱい）する人は多かったのです。臣下（しんか）が君主（くんしゅ）を上回る（うわまわる）ことなかろうという理由で、２つを１つに合併したのですが。でも､人々は皇帝の劉備玄徳を上回る諸葛孔明の才能と人格を偲んで、2つを１つ合併された後にここを武侯祠と呼んでいるです。

　はい、皆さん、私について入りましょう。これは武侯祠の地図です。今、私は見学の手順を説明したいと思います。まず「三絶碑（さんぜつひ）」などの石碑を見学してから、二門を経て、文官廊（ぶんかんろう）と武将廊（ぶしょうろう）を通り、劉備玄徳殿へ行きます。後ろの諸葛孔明の記念堂「武侯祠」に行き、三義廟（さんぎびょう）の後、劉備玄徳のお墓を見学します。ここは１時間半ぐらいかかると思います。

はい、皆さん、こちらへどうぞ。これは「三絶碑」です。これは唐の時代の物で非常に有名です。この碑（いしぶみ）の高さは２.9メトールで、厚さは約２０センチです。唐の時代の時、宰相（さいしょう）（今の総理大臣にあたる）裴度（はいど）という人が文章が書いて､全文には諸葛孔明を褒める言葉ばかりです。そして、当時孔明のような有能な人が見つからないという現実を嘆いています。また、この石碑は唐の有名な書道家（しょどうか）柳公卓（りゅうこうたく）と彫刻（ちょうこく）の達人（たつじん）魯建（ろけん）の作品で。文章、書道､彫刻はいずれもすばらしい物で、「三絶碑」と言われるようになったのです。

　はい、向こうに「明碑（みんひ）」と呼ばれています。名前の通りに明の時代の石碑です。上には武侯祠の規模や文物などの内容が書かれています。武侯祠の歴史を研究する貴重な資料になっています。下の動物は何ですか。皆さん、あててみてください。一つの説では、もともとこの辺ではよく水害が起こり、亀は水害の元凶（げんきょう）だと考えられて､処罰（しょばつ）するため､この重い石碑を背負わせて、また世間の人々にこれから悪いことをしないよう警告しているのです。もう一つの説では、これは亀じゃなく。竜の息子「ビーシ」と言うものです。権力､長寿（ちょうじゅ）の象徴と認められて、古代の宮殿（きゅうでん）にはよく見られます。

　はい、ここは二門です。上の額をご覧ください。「明良千古（みんりょうせんこ）」という四つの文字が書いてあります。「明」は古い文字で､目辺になっています。劉備玄徳は目が鋭いという意味です。「良」はすばらしいという意味で､蜀の国の幕僚たちは忠誠で、偉い専業をしていたということです。「千古」は彼たちの功徳が永遠に続いていくという意味です。

　これは「出師の表（すいしのひょう）」です。この文章を書道する人は南の南宋の有名な武将岳飛（がくひ）です。「前出師の表」は孔明が227年に始めて魏（ぎ）の国に出兵する時､皇帝の劉禅（りゅうぜん）に差し上げた上奏文（じょうそうぶん）です。国を盛んにするための教訓や人材の推薦。また、白帝城で受けた劉備の望みを実現すること、必ず漢王朝を再興（さいこう）するという決心が書かれています。「後出師の表」は孔明のもう一枚の上奏文です。後世（こうせ）に大きな影響を与え「国のために力を尽くして､死んでもやめない」と言う言葉はここから出たのです。南宋の有名な武将の岳飛は涙をこぼしながら、これを書いたのです。昔から出師の表を読んで涙をこぼさない人はいないと言われています。この書を全体から見ると前半は気持ちが落ち着いて書いたような感じがしますが。だんだん書くスピードが早くなり､前半の楷書（かいしょ）から草書（そうしょ）に変わって、岳飛の気持ちが高ぶっていく様子が現れています。

　はい、今劉備玄徳殿へ参りましょう。目の前に一つの大きな鼎（かなえ）があります。三本の足があるは入れ物のことを「鼎」と言います。昔この鼎では「紙銭（しせん）」を焼きました。「紙銭」というのは死んだ人が天国で使う紙で作ったお金のことです。あの四本の足がある物は香炉（こうろう）です。清の時代の皇帝が娘がお嫁に行く時彼女にありたプレゼントで六匹の龍の模様が描かれています。劉備玄徳の前に置かれたのはここが皇帝の場所だと言うことを強調し、また皇帝の位と権力も表現しています。

　　皆さん､上の四つの文字をご覧になってください。「業紹高光（ぎょうしょうこうこう）」と四つの文字が書いていますね。一つめの「業」は手柄（てがら）という意味です。つまり劉備玄徳は蜀の国を作ったということですね。次はの「紹」というのは越しえるあるいは当たるという意味ですよね。高い「高」は前漢時代の最初の皇帝劉邦（りゅうほう）を意味します。光りというのは後漢時代の劉秀（りゅうしゅう）という皇帝の名前です。この額の意味は劉備玄徳が蜀の国を建てた功績はそのふたりの皇帝を越えるに値するという意味ですね。ようするに劉備玄徳を褒める言葉ですね。

　もうちょっと前に行きましょう。

　この金泊張り（きんぱくはり）の塑像（そぞう）は劉備玄徳の像です。正々堂々（せいせいどうどう）の顔をしているでしょう。伝説によると劉備玄徳は耳が大きく肩までのびています。中国のうらないしの話によると耳が大きい人は幸せがある人です。もう一つは､劉備玄徳の手も非常に長いです。膝まで､伸びたそうです。皆さん､手を膝までのばせますか。

　劉備玄徳を記念する所は四川省にありますが、実は劉備玄徳は四川省出身ではないですよね。彼は河北省の涿洲（たっしゅ）という所に生まれました。もともと草鞋（わらじ）を編みながら、あちこちを流浪した人で友達と付き合うのは熱心な人ですから､たくさんの友達がいました。中国には昔から一つの言い方があります。友達をもらえば､天下をもらえるという言葉ですね。それじゃ､皆さん＜三国志＞はご存知ですよね。今から約1800年前中国の後漢の時代、黄巾の乱が起きました。劉備玄徳と関羽（かんう）､張飛（ちょうひ）が桃ばたけの誓いを通じて義理（ぎり）の兄弟になりました。彼らは黄巾（こうきん）の乱をしずめる戦いに参加しました。初めは優秀な幕僚がいなかったので、戦争でよく失敗しました、紀元２０７年劉備玄徳は諸葛孔明の家に三回ほど訪ねて中国を統一する気持ちを諸葛孔明に真剣にうったえました。諸葛孔明はそれを感謝するため劉備玄徳の丞相になりました。そのあと、諸葛孔明の協力のおかげで、劉備玄徳の勢力はだんだん強くなりました。やっと紀元２２１年蜀の国が建てられました。その二年後、関羽の仇（かたき）を討っために呉の国に討伐（とうばつ）に行きました。しかし、失敗でした。それで、白帝城で病気になって残念ながらなくなったんです。

　劉備玄徳が蜀の国の皇帝として国を建てたのは、もちろん、第一は人材を大切にしたからですね。有能な人を求めたわけなんです。軍事のことは関羽、張飛にまかせ､政治は諸葛孔明にまかせていたっと言われています。人材はもちろん重要なことですね。現在の会社にたとえるならば皇帝は社長のようなですね。もし皆さんが社長ならば何か一番大事だと思いますか。大事なのは優秀な人材を部下にしして彼らの力を十分に発揮させることでしょう。その点においては劉備玄徳はとても優秀な社長だったわけですね。また、草鞋を編んでいた彼が人材を得て国の皇帝になって部下をうまく使いこなすことができたのは彼の人徳（じんとく）がすばらしかったからでしょう。現在の社長さんにも必ず求められるこどですよね。いくら優秀な部下がいたとしても上手に使いこなせなければ､その会社はよい会社とは言えませんよね。やはり人徳がよい　　　　優秀な部下がうまくかみあってこそ、よい会社ができるわけでしょう。劉備玄徳のもとではそれがうまく行われていました。

　はい､皆さん､この看板をご覧ください。これは「隆中対（りゅうちゅうたい）」です。「隆中」は地名です。「対」はふたりの話という意味です。紀元２０７年の冬ごろ劉備玄徳は三回ほど諸葛孔明の家へ訪れたことがあります。諸葛孔明は「天下三分（てんかさんぷん）の計」を提案（ていあん）しました。まず中国の西南部今の四川省と雲南省（うなんしょう）と貴州省（きしゅうしょう）を占領して呉の国と同盟をたてて強い魏の国に抵抗（ていこう）すること、そして、チャンスを見て、中国全土を統一しましょう。劉備玄徳は諸葛孔明をもらってから、ほんとに「水魚（ずいぎょ）のまじわり」のような感じがして、まったく諸葛孔明の言うとおりに頑張りました。そのふたりの会話をまとめて出来た文章は「隆中対」です。これは三国時代の大切な文章です。

　はい、皆さん、こちらへどうぞ、これは関羽殿です。上の額をご覧ください。「義薄雲天（ぎはくうんてん）」と書いてあります。中国には「君と君の付き合いは水の如し」という諺（ことわざ）があります。関羽はたいへん義理が大事にする人です。義理は関羽にとって命より大事なことです。雲や天などは関羽の義理と比べたらまだまだ薄いと言う意味です。

これが関羽の像です。その帽子は劉備と同じものです。元の時代、関羽の　

皆が学ぶべき手本として大事にして。その時から、関羽が「関皇帝」或いは「関帝」と呼ばれるようになりました。至る所に関羽を記念する廟があり､皆関羽廟と呼ばれています。関羽は劉備と同じような帽子をかぶっていますが､中国の歴史上､皇帝を除き、一般の武将でこの帽子をかぶっているのはただ関羽だけ。文人の中では中国の聖人といわれている孔子だけです。関羽の身分がとても高いです。三国時代、関羽は五虎大将(ごこうだいしょう)の一番目と言われました。虎のように勇猛な武将が蜀の国には五人がいて、みな武術が得意です。中でも関羽が一番強かったということです。

隣には関羽の息子二人、関興（かんこう）と関平（かんぺい）の像があります。関興は何度も孔明について魏の国に出征したことがあります。最後､病気で死んでしまいました。関平は関羽と伴に呉の国に捕らえられなくなったんです。ここには関羽の部下周倉（しゅそう）の像もあり。お話の中の人物ですが、いつも黒い顔つきをしている勇猛な武将で、関羽と一緒に斬られたそうです。

はい､皆さん、こちらへどうぞ。この両側には文官廊と武将廊です。劉備玄徳の幕僚たちの像がそれぞれ１４体がある。皆非常に忠実な人物でした。劉備玄徳より近いほどその身分が高いわけだ。そういう話があります。

庞統（ほうとう）、蜀の国の軍師の一人です。彼は孔明と共に「一対の鳳凰（ほうおう）」と例えられています。二人の才能はほぼ同じだと言われています。その時、二人の内一人でも得ることができれば、天下を手にすることができるいわれていましたが、ただ惜しいことに36歳の若さて死んでしまったそうです。庞統がその時もし死んでいなければ、中国の歴史は今と変われっていたかもしれません。

　　簡雍（かんゆう），文官で、弁舌（べんぜつ）に得意な人です。劉備玄徳と話し合うときにもよく冗談を言い、劉備は大変気に入り、自分の妹を彼に紹介しました。彼はゴマするのがうまかったということです。

　　呂凱（ろかい）､少数民族を管理する上では役に立った人物です。その時背が低い人は頭がいいという言い方があったように、雲南省出身の呂凱は背がずいぶん低いですが、頭が非常に明晰（めいせき）でした。戦うより心を攻めるのが第一と言う孔明の政策を忠実に守ったので、就職後は再び反乱がありませんでした。

　　費炜、紀元２２３年､呉の国と同盟を結ぶためにかれは孔明に派遣され、出発する前､見送りに来る諸葛孔明の手を握りながら「千里の道は一歩から」と言いました。この言葉はそのまま諺になって、人々によく使われています。

　　傅彤（ふとう）、武将の一人です。なぜ文官廊に置いたのですか。簡単な原因で向こうには置き場がないですから、その人は劉備玄徳の身周りを守る一人として非常に＜三国志＞にうまく描きました。彼は劉備玄徳の警衛係一人だったそうです。公元222年、劉備玄徳は呉の国へ出兵して敗戦されて逃げ戻った時､彼は一番後に劉備玄徳を守った、最後まで一人ばかりで戦う。

　　董允（とういん）、諸葛孔明のお手伝いさんの一人です。いつも素朴な生活を暮らしていたそうです。

　　邓芝（とうし）、外交官の一人です。

　　陳震（ちんしん）、蜀の国の古い幕僚の一人です。最初から死まで劉備玄徳と伴ったそうです。

　　蒋琬（しょうわん）諸葛孔明の跡継ぎの一人です。その時､内政（ないせい）はこの人任せたそうです。

　　董和（とうわ）、董允の息子、非常に素朴な人､貪慾も何もない人。

　　秦宓（しんび）、弁舌が強いです。

　　楊洪（ようこう）、内政を管理する役人です。

　　馬良（ばりょう）、文章を書くのが得意です。

　　程畿（ていき）、

　　皆背が低いです。なぜならば原因は二つがある。一つは南方の人はもともと背が低くて生まれつきです。もう一つは年代により作り方も違います。

　　張南、冯习，傅佥，向宠，廖化（前出師の表に出て信頼できる人）

　　黄忠（こうちゅう）、この老人の像は黄忠です。この武将は高齢でしたが非常に強く、62歳でもまだ一キロのご飯を食べることができ、五虎大将の一人に数えられました。劉備玄徳は「亀の甲より年の功」と褒めました。

　　姜維（きょうい）、チャン族、孔明の後継者と言われ、九回ほど、魏の国に出兵したことがありますが、結局すべて失敗し自殺しました。

　　王平（おうへい）、非常に穏やかな人です。「泣いて馬稷を切る」と言う物語の中で出ている人物の一人です。武術が強くなったそうです。非常に忠実な人だった。特に街亭（がいてい）と言う所を取る時何回も馬稷（ばしょく）に勧めたんですが、馬稷はわがままで失敗して、諸葛孔明に首されちゃった。しかし､勉強不足で亡くなった時は漢字１０個ぐらいしか書けないそうです。例えば、こんにちは、すみません……自分の名前だけ書けろ。

    馬超（ばちょう）は五虎大将の四番目です。曹操は彼を大変恐れていたそうです。生きている間、蜀の国の北の境をずっと守っていました。曹操は馬超のお父さんが殺しました。「馬超不死、我无葬身之地」——曹操。

    張翼（ちょうよく）、この像はちょっと目つきが鋭いですね。きつい顔をしないと武将とは言えないでしょう。古い武将の張翼は姜維とともに魏の国に征伐した時矢に当たって死んでしまったそうです。

　　趙雲（ちょううん）、とても勇猛な武将で五虎大将の三番目です。長坂坡と言う所で一人だけでも曹操５０６人の強い武士を首した。伝説によりますと、ある日彼は非常にうれしくてお酒を飲みすぎて酔っ払いになって病気にかかったそうです。

　　はい、今張飛殿に着きます。上の額をご覧ください。「誠貫金石（せいかんきんせき）」と書かれています。張飛は義理に厚い人物だったし、国をとても愛していたから、その意志は金でも石でも貫く（つらぬく）という意味です。これは張飛の像です。くるい顔つきですね。眠をカツと見開いた様子はとても怖いですね。張飛は劉備の義理の弟で、五虎大将の二番目です。長坂坡と言う所で一人数十万の曹操軍前に立ち寒かった物語を中国で知らない人はいないでしょう。関羽の仇（あだ）を討ちのため呉の国へ出兵した後、寝ている間に自分の部下に斬られてしまいました。それで、寝巻き（ねまき）を掛けたままの像なのです。伝説によりますと、張飛は寝ている時も眼を開じないそうです。張飛が結婚したかどうか、三国志には記載されていませんが、隣には義理の息子と孫の像が置いてあります。孫と息子の年齢の差があまり大きくなくみえますが、それは死んだ時の年齢に合わせて作ったからです。

　　はい、皆さんこちらへ、どうぞ、後ろは諸葛孔明を記念する「武侯祠」です。劉備玄徳殿は他の建物より一段高く作ってあります。何故かと言うと、劉備は蜀の皇帝なので、それだけ身分も高いというわけです。

　　はい、上の額をご覧ください。「武侯祠」と書かれていますが、この文字は郭沫若（かくまつじゃく）によって書かれたものです。「武侯」は孔明の贈り名です。

　　屋根の上には弥勒菩薩（みろくぼさつ）の像が置いありますが、これには二つの説があります。一つはただの飾り、もう一つは孔明を迎えために極楽世界（ごくらくせかい）からやってきたのだと言う説です。ほかにも色々な像がありますが、それに少数民族が孔明を偲ぶ（しのぶ）ために作ったものです。孔明が生きている時、沢山の農具（のうき）を発明し、後世に優れた技術を残しました。この上には好望という龍の息子の彫刻がありますね。この建物がいつでも無事なことを祈っているためです。

　　はい、上の額をご覧ください。「名垂宇宙（めいすいうちゅう）」と四つの文字が書かれています。諸葛孔明の名前は宇宙のようにいつまでも伝えられる。また、諸葛孔明より頭がいい人がいないと言う強調的な言い方です。

　　両側には有名な対聯の一つがあります。敵の心を攻めれば、敵は自ら（おのずから）消えていく。大昔から兵隊さんが戦争が嫌いです、勢いをうまく分析しなければ国が作出した政策は誤まりが出てしまいます。その後、蜀の国を治める人は深く考えなさいと言う意味です。

　　羽毛の団扇（うちわ）を持って、穏やかな顔つきをしている像が孔明の像です、左側に剣（つるぎ）を持っている侍（さむらい）は軍師の権力の印です、右側に本を持っているお手伝いさんは政治の印（しるし）です。

諸葛孔明は紀元１８１年、山東省に生まれで２７歳まで湖南省の北にある襄陽（しょうよう）の隆中（りゅうちゅう）で晴耕雨読（せいこううどく）の生活を送っていました。「三顧の礼（さんこのれい）」のお蔭で劉備玄徳の政治集団に参加して、劉備玄徳の一番重要な幕僚になった、諸葛孔明がないと蜀の国が建てられないそういう話があります。

孔明の像の左側には太鼓（たいこ）が一つ掛けてあります。実は、これはもともと少数民族が使う炊事用品の一つでしたが。諸葛孔明が昼間はこれを利用してご飯を炊き、夜、戦いになるとこれを叩いて警報を発すと考え出しました。そのため、人々はこれを「諸葛太鼓」と呼んでいます。この鍋は銅で作られ、大体二十人分のご飯を炊くことができるそうです。

はい、皆さん、こちらへ、どうぞここには杜甫が昔武侯祠を尋ねた時に書い詩があります。

蜀相（しょくしょう）

丞相の祠堂（しどう）何れ（いずれ）の所にか尋ねん

錦官城外　柏森森（きんかんじょうがいはくしんしんたり）

階に映ずる碧草（へきそう）は自ずから春色（しゅんしょく）

葉を隔てる（へだてる）黄鹂（こうり）は空しく（むなしく）好音

三顧頻煩（さんこひんぱん）なり天下の計

両朝開済（りょうちょうかんさい）する老臣（ろうしん）の心

出師（すいし）未だ（いまだ）かたざるに身先ず死す（みまずしす）

長く英雄をして涙を襟（きん）に満た使む（みたしむ）

上を見ると「淡薄明志（たんはくめいし）、寧静至遠（ねいせいちえん）」と八つの文字が見えます。これは孔明の子供を戒める本から、出た言葉です。素朴な生活をすれば、志は明るい、静かにすれば、その考えは遠いと言う意味です。これは中国の道教の思想で、欲望を抑えれば、志（こころざし）が高くても実現できるということです。特に身分が高い人にとって最も大切なことです。

ここは三義廟です。ここに祭られているのは劉備玄徳とその義兄弟の関羽、張飛です。「桃園（とうえん）の誓い」という物語を記念するため、造られました。

三義廟側には喜神坊（きしんぼう）と書かれた大きな石があります。これは現地の風習の一つです。毎年旧暦の一日から十五日まで、武侯祠を遊覧する習慣があります。喜びの神を迎えるためですか、喜の神というのは、劉備玄徳、関羽、張飛のことです。もしこの三人が自分の家を訪ねてくれば、その一年は無事に楽しく過ごすことできます。ですから、人々はここにきて、三義廟にお参りをし、三人の人形、玩具やなどを買って帰り、守りの神様として大切にします。

ここは劉備のお墓です。「千秋凛然（せんしゅうりんぜん）」とは劉備玄徳は威風堂々（いふうどうどう）としており、いつまでも人々に偲ばれるという意味です。「漢昭烈陵」とは、ここが蜀の皇帝のお墓だと言う意味で「昭烈」は劉備玄徳の贈り名で、「陵」はお墓の意味です。

この墓は高さ１２メートル、周辺は１８０メートルです。紀元223年4月に劉備玄徳は夷陵（いりょう）の戦いに敗戦され、白帝城で病死しました。しかし、劉備玄徳の死体が確かにこの墓の中に埋葬しているか、実は現在でもまだはっきりしていません。ここは蜀の都（みやこ）ですから、皇帝の劉備玄徳が死ねば当然ここに埋葬されるべきで、歴史の本にもこのことを載っているという説があります。もう一つの説がありますが、白帝城はここより随分離れていますから、飛行機もバスもない時代、馬車（ばしゃ）だけで都の成都まで運んでくるのは難しくて不可能だと主張しているということです。

しかも、この千年間、一度も盗掘（とうくつ）されたことがないと言われていますが、これについては一つの物語があります。唐の時代、二人の泥棒がある真っ暗な夜に穴を掘って中に入りました。しかし、不思議なことに、どこからか声が聞こえてきます。近づいて見ると劉備玄徳と諸葛孔明が碁を差しています。しかも関羽と張飛の二人が側に立って、じっとこちらを見ています。二人は仰天（ぎょうてん）し、慌てて逃げようと思ったとき「待ちなさい、わざわざ来たのだから、一杯飲んで行きなさい」と声を掛けられました。二人は慌てて差し出されたお酒を受け取ると、一気に飲んでしまって、大慌てて逃げ出していきました。その瞬間、大きな雷が鳴りました。その後帰った二人はそのまま病気にかかり、死んでしまいました。劉備玄徳のお墓を発掘（はっくつ）してはいけないと言う話がこの当たりに広まったということです。

実は本当の理由は二つがあります。一つはもし発掘すると、中の出土品（しゅつどひん）は保存が難しくて壊されてしまうかもしれません。もう一つは大変大きなお墓ですから。子孫のためにも残しておこうという理由です。それで、今でも１８００年前の様子が変わらず、先ほどと同じように鼎が一つ置いてあり、これもやはり、身分と権力の印です。
杜甫草堂

杜甫について
　　　杜甫は712年の生まれ、770年の冬、湘江（しょうこう）を行く船の上で亡くなりました。いうまでもなく盛唐（せいとう）の詩人です。生涯（せいが）、流浪（るろう）しました。詩人にありがちな痼疾（こしつ）としての漂白（ひょうはく）じゃなくて　一つには戦乱が彼にそういう生涯を余儀なくさせました。乱を避けて転転（てんてん）しましたし。また家族を養（よしな）うためにそして寄る辺を求めて移動しました。
　　　杜甫が48歳の十二月，鳥も通りにくいという蜀の道の険を越えて成都に辿り着きました。その前に中国の西北の僻地(へきち)である秦州（しんしゅう）という所とその周辺で数ヶ月暮らしました。時に猿の食べ残した木の実まで食べたことがあるそうです。杜甫は目指した蜀の国が農業が盛んで乱世（らんせ）にも独立圏（どくりつけん）をなして人の暮らしが安定しているため食事もえやすかったし、その上、成都には兄弟や古い友人が役人をしていたから、いざという時、何にしても力になってくれるはずだと考えました。事実は彼らが確かに杜甫を保護しました。彼は成都郊外に小さな草堂を結んで久しぶりに垣（かき）の内に安んずる暮らしを得ました。杜甫の一生で成都時代の数年こそ　もっとも安楽（あんらく）でしたと言えます。今は杜甫は中国歴史上に最大の詩人であるという点で評価が確立しているんですが。生きている時、一部の玄人（くろうと）から高く評価されたほかは盛名（せいめ）を得るに達していないが、亡くなった後、人々に認められて、特に宋の時代以後、圧倒的な尊敬を受けるようになりました。彼が四年ほど住んだ成都郊外の浣花渓（かんかけい）の辺り（あたり）の草堂も彼が去った後、朽（く）ちていましたが杜甫が大きく評価された北宋のごろ彼を記念するために整頓（せいとん）されましたまた。清の時代にかけての長い年月の中で彼を敬慕（けいぼ）する成都の役人や金持の手でこの地に庭園が作られたり、いくつかの堂宇（どうう）が営（いとな）まれたりしました。中国が独立してからも建物や庭園の竹や木などを整備しました、それが今の杜甫草堂です。1961年に国の重要文化財として指定されました。

杜甫草堂
　　　皆様こちらが一代の詩聖といわれる、杜甫を記念する杜甫草堂です、杜甫は中国の三大詩人の一人でリアリズム的な詩人です。
　　　杜甫は安史（あんし）の乱れを避けるために759年の冬から家族を連れて成都に辿り着きました、親類と友人の助けの上でここに茅屋（ぼうおく）を作りました、杜甫はここで四年間ほど住んでいました。その間には240余り首の詩を作りました、杜甫は一生で1400余り首の詩を作りました、杜甫はここを「成都草堂」と名づけました、その時狭かったんです。当時に杜甫が建てた茅屋はそんなに丈夫なものではなかったので、761年の秋に大風のせいで吹き飛ばされてしまいました、その後何回も再建されて今の規模になったのは1500年と1811年の拡張工事を経てからのことです。当時茅屋はもちろんなくなって変わりに20ヘクタールもある記念の建物と庭園の風格を兼ね備え（かねそなえ）た一大観光地となりました。
　　　皆様こちらの一本の川をご覧になってください。この川の名前は浣花渓と呼ばれています、浣は三水の辺、右のうえはかんむりしたはもとで洗うことです、花ははな、渓は川です、なぜか浣花渓と言いますとある伝説がありますから、唐の時代の時にある任といわれる女性がその川の隣に住んでいました。彼女はきれいでやさしいですね、ある日彼女は川のそばに衣服を洗った時、一人全身に出来物を生えた和尚さんが来て自分の袈裟（けさ）を脱いでから任さんに“すみません、この袈裟を洗ってくれていいですか”と丁寧に言いました、任さんは喜んで受けました、それから任さんはこの袈裟を持って川に入れるとすぐ一輪一輪の蓮の花のような水の玉になったと同時にその和尚も突然消えてしまいました。なので、人々はこの川を浣花渓と呼ばれています。これは伝説だけですが。実際は昔この川の両岸では製紙業（せいしぎょう）が発達していました。労働者たちがこの川の水を使って花のような大変きれいな色紙（いろがみ）を作ったので浣花渓と名付けられたそうです、この川は長江の水系に属し、長江に通じています。ご覧の通りになかなか広いでしょう、当時の情景は杜甫の詩にもよく表されています。例えば「絶句（ぜっく）」では「二個の黄鹂（こうり）は翠柳（すいりゅう７）に鳴く　　一行の白鹭（しろさぎ）は青天に上る　　窓に含む西岭千秋（せいれいせんしゅう）の雪　　門に泊す東呉万里（とうごばんり）の船」と描写（びょうしゃ）していますが。最後の一句は「万キロメートルも離れた東呉の船が長江を伝わってきて浣花渓に泊まっている」という意味です、それは当時もここは景色が美しくて豊かな所だったのでほかの所との交通が盛んだったことを語っているでしょう。
　　　皆様この正門に「草堂」という二つの文字が書かれていますね。これは清の時代の雍正皇帝の弟で果親王の真筆（しんぴつ）ですよ。ではここの対聯をご覧になってください「万里橋の西宅、百花譚の北荘」これは杜甫の詩から取ったもので杜甫草堂の位置を表明してますね。万里橋は今成都の老南門大橋、歴史の本によると三国時代に諸葛孔明は費緯を呉の国へ行きに送って万里橋まででした、その時諸葛孔明は費緯に今回の道程（みちのり）が大体一万キロメートルで困難と思いまして万里の路はここで始めますよと言いました。だから万里橋と呼ばれています。百花譚は浣花渓の上流にあって中には花とか、木とかが100種類以上がありますので百花譚とも盆栽の公園とも呼ばれています。
　　　それからこの正門の影の壁はたくさんの龍の図案が入っています。一般的にいえば中国ではとても重要なところに影の壁があるべきですが。ここでもあってやっぱり人々は杜甫の尊敬したの意を表しているでしょう。それでは中身を見に行きましょう、皆様この通路の両側に二つの池あります。たくさんの鵞鳥（がちょう）がいますね、実は今成都の市内で鵞鳥が余り飼わないんですけど。なぜかここでいますか？これは昔は杜甫は暮らしていた雰囲気を真似るためにわざわざここで鵞鳥を飼っているわけです。もともとこの二つの池は外の浣花渓とつながっていました。昔杜甫もこの二つの池の中で洗濯や筆とか洗ったことがあるそうです。それでは前に行きましょう。ここは大廨です。いわゆる廨とは古代の役人のオフィスです。杜甫は一時期政府の官史になったことがありますので杜甫を尊敬してここを大廨と名付けた訳です。ここに飾っている杜甫の塑像は中国歴史博物館の有名な塑造家の余痒先生の傑作です。この全身図は手が大きい、指が細長くて、もし杜甫の手を触ると杜甫のようなたくさんの詩をかけるそうです、杜甫はリアリズム的な詩人でいつも国の前途（ぜんと）と百姓の生活ぶりを心配していて憂いの気持ちを持っていますから。体が痩せっているわけです。
　　　皆様こちらへどうぞ、これが杜甫草堂の説明書です。杜甫、字が子美（しび）で河南省巩県（かなんしょうきょうけん）の生まれ、紀元（きげん）712年の生まれ770年になくなりました、つまり杜甫は58歳まで生きています。詩聖と呼ばれていて我国の有名な詩人です。彼の詩は今まで伝わってきたのは1400首余りです。紀元759年の冬の末（すえ）、杜甫は安史の乱れを避けるために成都に辿り着きました浣花渓という川の側に茅屋を建ててこれが彼の詩の中で吟じている万里橋の西宅、百花譚の北荘、つまり成都草堂です。杜甫はこの辺りで四年間ほど住んでいる間に240首ぐらいの詩を作りました。その後杜甫を記念するために歴代で杜甫が住んでいる旧宅（きゅうたく）を改修したことがありますけれども。明、清の時代つまり1500年と1811年に大規模な改修を繰り返して現在の規模となりました。1961年国の重要文化財と指定されました
詩史堂と梅林（ばいりん）
　　　両側の梅林を通ってから詩史堂に着きます。詩史堂というと詩の歴史あるいは歴史の詩という意味で杜甫はいつも自分の詩で当時の歴史を書いていましたから、杜甫の詩を読んだらその時代の歴史をよく分かると言われています。ですから詩史堂という名前を名付けられました。真ん中は杜甫の半身図です。ご覧になってください中国の有名な塑像家劉開渠という人が作ったものです。この顔付から見ると恐らく杜甫の壮年時代の顔付だと思います。その時もたくさんの有名な詩を書き出しました、例えば、朱門（しゅもん）には朱肉の臭ねるに、路には凍死（とうし）の骨がありと言う詩の意味は朱門は赤い門、つまりお金持ちの家です。朱肉は食べ物です、要するにお金持ちの家には食べ物が多すぎて食べ残ったものはもう腐ってしまったほどです、しかし、そのそばにすんでいる贬乏な人たちもいっぱいで食べ物がなくて凍え死に（こごえじに）の人たちの骨までも見付かりました。お金持ちと贬乏な人たちの生活を対照して出来た詩ですね。その時代は非常に暗いと言うことを説明できるでしょう。両側は杜甫と李白の像です、二人とも中国の文学の歴史上で非常に重要な地位を占めている詩人です、一人は詩聖、一人は詩仙ですね。
柴門：ここは柴門です文字通りに薪で作った門です
工部祠：
　ここは工部祠ですこの三つの文字が中国の大教育家叶圣陶という人が書かれています。この工部祠の工部と言う二つの文字は昔役人さんの名前でだいたい今の秘書に当たります。例えば、誰かが文章を書いたんですけれども、その文章の中には間違った文字あるいは内容があればその工部と言う役人さんがそれを書き直します。杜甫は成都に辿り着いた時仕事がなくて生活もう大変だったそうです。何もできないですから。友達の紹介のおかげでこの工部と言う役人を担当したことがあります。しかし、杜甫の性格が非常に率直（そっちょく）なんですから何かあったらすぐ口から言い出してしまって、ですから上の人はそれを非常に嫌がっているから、杜甫もあんまり長くない時間の工部を担当して、結局ほかの人に首されちゃった。残念ながら一生懸命詩をかけるしかないでしょう。ところでこの工部祠は杜甫草堂の中で一番重要な建物だと思います、杜甫は昔こちらの方に住んだことがあるそうです。場所は実はここだそうです。昔この工部祠の外側にもたくさんの田圃があったそうです。景色も素晴らしかったのです。例えば朝の時きりがかかって杜甫は目が覚めるとすぐ飛び起きて庭に出ました。空は青くて晴れていて雲一つありません。朝日が庭いっぱいに射しています。昨夜の雨に濡れた木の葉がきらきら光っています。その時杜甫は胸いっぱい朝のきれいな空気を吸いながら自分の詩を思い出してそれを書き出しました。ですから例えば有名な詩はですね。（春夜雨を喜ぶ）もその時書いたんものでこういうふぅに述べたのです。
　　　好雨時節（こううじせつ）を知り、春にあたって即ち発生す、風に随って密（ひそ）かに夜に入り、物を潤（うるお）いして声なし、野径雲俱（やけいくもとも）に黒く、江船火（こうせんひ）独り（ひとり）明らかなり、暁（あかつき）に紅（くれない）潤う所を見れば、花は重し錦官城という詩です。その意味はですね。いい雨だったらよくシーズが分かります、春にあたりますとすぐ降ります、風に従って密かに夜に入り、密かにはこっそりのことですから、静かで誰もういない時。物を潤いして声なし、物を潤い時は声がないですけれども実は声があります。そういうことはやっぱり杜甫はまだ寝ていないと言うことでその詩を考えている書いている訳なんです。野径雲俱に黒く、その時一本の路があって黒くてほとんど見えない。江船火独り明らかなり、その時この浣花渓の傍には一つの船があってただ船の灯火（ともしび）がピカピカ光っています。暁に紅潤う所を見れば花は重し錦官城。夜明けの時、春の雨に降られて湿った花を見るとこの花の町はまだもう一度見られます、この詩も非常に有名なんです。当時の成都の景色をよく描いていますよ。それではその中にお入りください、足元にお気をつけください、こちらは三つの塑像があります。真ん中は杜甫の像です、入り口のところの塑像と比べるとこちらの方が太っているでしょう。恐らく杜甫が四川省に来て四川料理がおいしくてまた彼は役人さんになってから生活の方もよくなってそれから太い顔付になったそうです。
　　　両側の塑像は唐の時代の後、つまり宋の時代の時、杜甫のリアリズム的な詩の風格を後継した有名な二人の詩人です。一人は黄庭堅（こうていけん）と言われています。こちらに置いてあります。彼も黄三谷あるいは三谷詩人とも呼ばれています。三谷は字（あざな）です。北宋の時代の偉い人物の一人だそうです、彼は料理もう作るし、コックさんになってもいいです。それからお医者さんになってもいいです。水利工事も少しいできるそうです。また役人さんになってその現地の治安などを治めることも得意だそうです。要するに何でもできるそうです。彼の詩の書き方は杜甫とよく似ています。リアリズム的な詩人です。またはですね四川省の南の宜賓（ぎひん）という所のほうに派遣されてそちらの方にも役人になったことがあります。あそこに今でもこの人を記念する公園の一つまだ残っています。劉碑祠と言われています。彼は文章も素晴らしいし、役人さんも素晴らしいです。いうまでもなく詩人の一人でもあります。例えば一首の詩はですね。「春归何处，寂寞无行路，若有人知春去处，换去归来同住」それは中国語の読み方ですけれども日本語の意味はですね「春はどこに行ったのか、春はこっそりでなくなっていく、もし春の行く先が分かれば春を読み戻してください、私は春と一緒に行きたいです」この詩も杜甫の春望とか春夜雨を喜ぶとかよく似ているでしょう。
　　　もう一つの塑像は陸游のです彼は南の南宋の時代の有名な詩人の一人ですけれどもやっぱり杜甫の語形者として有名なんです。有名なその詩はですね「山重水复疑无路，柳暗花明又一村」その日本語の意味は路が重ねていく先が見えない時突き当りの所にはちゃんと路がありますそれから柳があって柳が暗くて花は明るくてその時一番難しい時は何かの方法があるわけなんです。つまり　その意味はですね　人間にとってはいくらか難しいことがあってもそれは怖くないでそれで頑張れば何かの方法がありますよと言う意味ですやっぱりこの詩もう非常に素晴らしい言葉が入っています
　　それからこの三人はなぜか一緒にここで置いて記念されていますか。皆様ご存知ですか？と言うとやっぱり三つの原因がありますもし杜甫の像が一つだったら寂しいですから三人があったらなんかありましたら、まだ検討（けんとう）することができるでしょう。二番目は三人とも四川省の生まれじゃないですけれども四川省に入ってから10年以上住んだことがあります、もう一つは三人ともリアリズム的な詩人で両側の黄庭堅と陸游はみんな杜甫の後継者として有名なんです。この三人は時代が違ってもやっぱり中国の文学の歴史の上で素晴らしいものを残した人物です。
少陵草堂
　　　ここの碑（いしぶみ）は少陵草堂（しょうりょうそうど）と四つの文字が書いてあります。杜甫草堂の代表的なところです。少陵は地名です、今の陝西省の西安の近くにあります、杜甫はそこに十年以上住んでいて自分のことを謙遜して　“少陵野老”と呼んでいました、この四つの文字も皇帝様の真筆です。

旧宅

　　　ここは杜甫の旧宅です、1997年昔杜甫が住んでいた草堂を真似して作ったものです、中に入ってみても宜しいです。
花径
　　　ここは花径です文字通りに花の路ですが友達がなかなか来なくてという寂しい気持ちを表した詩から取った文字です。
草堂
　　　ここは草堂と言う二つの文字です、割れた花瓶の破片（はへん）を嵌め込んでできたものです。昔中国の主席（しゅせき）毛沢東は1958年ここにいらっしゃったときそれをバックにして写真を取られたことがあります

峨眉山

峨眉山（がびざん）は四川省の西南部にあり、成都より154キロメートルで、最高の峰（みね）――万仏頂（ばんぶつちょう）は3099メートルです。峨眉山は綺麗な自然景色、長い歴史を持つ仏教文化、独特（どくとく）な山岳（さんがく）風景、「雄（ゆう）、秀（しゅう）、奇（き）、険（けん）、幽（ゆう）」の景観に世界各国の観光客が吸い寄せられました。1996年に峨眉山は世界自然遺産と文化遺産に国連のユネスコから指定されています。（ユネスコ1. UNESCO (United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization) 联合国教育科学及文化组织，联合国教科文组织。）
峨眉こそ天下秀たれ

昔ながら「青城こそ天下幽たれ」「剣門（けんもん）こそ天下険たれ」「三峡（さんきょう）こそ天下雄たれ」「峨眉こそ天下秀たれ」という話があり、四大絶景の一つとしての峨眉山は景色が素晴らしい、しかも、仏教の四大名山の一つとして知らせています。仏教の四大名山というのは山西省（さんせいしょう）の五台山（ごだいざん）――文殊菩薩（もんじゅぼさつ）、浙江省（せっこうしょう）の普陀山（ふだざん）――観音菩薩（かんのうぼさつ）、安徽省（あんきしょう）の九華山（きゅうかざん）――地蔵菩薩（じぞぼさつ）、四川省の峨眉山――普賢菩薩（ふけんぼさつ）が修行（しゅぎょう）していた場所です。

峨眉の由来

大昔、山の中の寺には一人の画家（がか）が尋ねてきました。画家は和尚さん（おしょう）と仲間よく付き合って、宿泊料を支払おうと言ったが、和尚さんがどうしても受け取らないで、「そうしたら、峨眉四女の掛け軸（じく）を代わりに差し上げましょう。必ず四十九日後、ご覧ください。」と画家は和尚さんに言い聞かせました。しかし、和尚さんは「こんな素晴らしい掛け軸（じく）が箱の中に預かって、惜しいね。」と思ったので、その絵を壁にかけました。ある日、和尚さんは外から帰ったら、部屋の中から笑い声が聞こえてきました。彼は「おかしいなあ、誰もいないのに」と思いながらドアを開けたら、あら、四人の美人が突然目に入りました。美人たちは和尚さんを見て、慌てて逃げてしまいました。和尚さんは壁を見たら、掛け軸に描いた美人がいなくなり、彼がすごくびっくりして、美人たちの足跡（あしあと）を追いかけました。和尚さんは一人なのに、その四人の美人の中の一人がなかなか逃げられなく、非常に恥ずかしく思って、すぐ山に変わりました。ほかの三人は彼女を捨てはいけないと思って、次々に三つの山に変わり、今の峨眉山になっています。

実は今より6千年前、ここはまだ川水（かわみず）いっぱいでした。地球の移り変わりのため、東のほうは沈下（ちんか）して、平原地帯（へいげんちたい）になり、西のほうは凄く勢いの峨眉山になり、またチベット高原地帯も絶えずに作用して、「地質の博物館」とも呼ばれた峨眉山はこう生まれました。奇特（きとく）な地理条件のため、いろいろな珍しい動物がここに生きています。

金頂：

金頂（きんちょう）の標高は3077メートルで、「日の出」、「雲海（うんかい）」「仏光（ぶっこう）」「聖灯（せいとう）」という「四大絶景」があります。

仏光：（ブロッケン現象）

峨眉山の宝(たから)の光とも呼ばれています。この吉祥（きっしょう）の象徴を見たら、「仏と縁があり、今年の運がいい」と言われています。普通午後の二時から五時まで頃、また雨の後、雲が多い時、よく出てきます。ここでは年間75回ぐらい、どの季節も見えて、他のところではたまに現れることから峨眉山の仏光は世界一だと言われます。

聖灯：

月も雲もなく、強い風もなく、雨の後の晴れる日に原始林の中の蛍（ほたる）の光、燐光（りんこう）、微小（びしょう）な生物自体の燃えて光が輝いています。

峨眉山の歴史と文化

仏教は2000年前、峨眉山に伝わって、今では、山にはお寺が26カ所、一番有名なのは８カ所あり、報国寺（ほうこくじ）、万年寺（まんねんじ）、金頂の華蔵寺（かぞうじ）などです。

報国寺は麓（ふもと）にあり、峨眉山の仏教協会（ぶっきょうきょうかい）の所在地で、また、重要な行事（ぎょうじ）が行われる所です。伏虎寺（ふくこうじ）は峨眉山で一番大きな尼（あま）のお寺で、中には珍しい文物、仏教の華蔵塔（かぞうとう）、五百羅漢（ごひゃくらかん）が陳列（ちんれつ）されています。

仙峰寺（せんほうじ）には舎利（しゃり）で造られた銅塔（どうとう）と白い舎利塔があり、そこより1キロぐらいの九老洞（きゅうろうどう）は非常に神秘（しんぴ）な所で、昔そこには九人の仙人が住んでいたそうです。

万年寺は山腹（さんぷく）にあり、中には普賢菩薩（ふけんぼさつ）が象に乗っている姿の像、インドとビルマ（Burma::缅甸）から贈っていただいた玉製の仏像があります。峨眉山の三つの宝物（ほうもつ）と言われる「仏（ほとけ）の歯」、「貝殻（かいがら）のお経（きょう）」、古代の皇帝の印鑑（いんかん）もそこに置いてあります。

今は仏教の山ですが、もともとは道教の山でした。「仙人の山」、「洞窟（どうくつ）の福地」と呼ばれたことがあります。今でも「仏教の王国」とも言われています。仙人の修業が一番いい場所、一番出ている所です。というのは、峨眉山は一年中でも雲の天気が多くて、いわゆる気功（きこう）を練習するのに一番いい所です。ちょうど道教の教義に似合っているそうです。紀元6世紀ごろ、インドから中国に伝わってきた仏教はもう現地の道教と争い始めました。唐の時代の時、禅宗（ぜんしゅう）はすでに現地の主な宗教になって、お坊さんもどんどん集まってきました。宋の時代になると、皇帝様は三千両の黄金（おうごん）を出して、成都で普賢菩薩の銅像を作り始め、また、華蔵寺、中峰寺、黒水寺（こくすいじ）などのお寺を建てたことによって、禅宗は峨眉山で盛んになりました、他の4カ所と一緒に中国の四大仏教の山になりました。明と清の時代の時、ここにはもう170カ所のお寺が置いてありました。その時から道教はだんだんここから引退して、ここは仏教の山になりました。
峨眉山の武術もかなりの歴史があります。紀元3世紀ごろ、戦国時代の時、ストウーシャノーテンと言う人は田圃（たんぼ）を耕（たがや）した時、現地のサルのやり方を真似（まね）にして、サルの拳法（けんぽう）を創立しました。紀元6世紀ごろ、唐の時代の時、河南省のお坊さんイウンーイウンは北の拳法を持ってきて、現地のサル拳法と合流させて、だんだん今まだ皆様が見られる峨眉山の武術になりました。今でも峨眉山の武術は中国の三大流派（りゅうは）の一つですよ。

峨眉山の植物と動物：

昔ながら「ここには十里には同じ天気がない、一つの山は四季がある」という言い方があります。頂上と麓の温度差は14’Cぐらいあります。気候に恵まれてここはいろいろな植物と動物の楽園（らくえん）になっています。植物は3200ぐらいの種類もあります。そのうち、珍しい植物は1600ぐらいあり、200学科（がっか）に属しています。例えば、テンマー、四川の人参、バイモ（贝母）、黄蓮（こうれん）、世界でも貴重な植物は沙羅（さら）、峨眉山の椿（つばき）、水杉（みずすぎ、水杉[植]アケボノスギ：学名はメタセコイア）、桐（きり）などのものがあります。つつじ（杜鹃，映山红）、欄（らん）もあります。これらの植物は山に緑のコートを着させるばかりでなく、それに恵まれて、ここには2300ぐらいの動物が生息しています。例えば、パンダ、レッサパンダ、サル、雉（きじ）、コノハチョウ（木の葉蝶）、琴蛙（ことかえる：琴の音のような鳴き声）、毛（け）のついた蚯蚓（みみず）などのものがいます。

これは現地の特別の蛙です。伝説によりますと、唐の時代の時、ここの一番偉いお坊さんは非常にうまく琴を弾いていました。池のそばにいる蛙はよく琴を聞いていました。有名な詩人李白はそばに詩を書いていました。暫くして、お坊さんが病気にかかり、亡くなってしまいました。ある日の夜、李白はここに立ち、お坊さんのことを偲んでいたが、突然その池のほうから、琴の声が聞こえました。近づいて見たら、蛙、あの蛙の鳴き声はまるで琴の音のようでした。それで、そこの蛙が「琴蛙」と呼ばれて、今までその池が見られますよ。

毛のついた蚯蚓：

一番多きのは直径（ちょっけい）が2センチもあるそうです。体長は80センチから100センチ間です、標高500メートルから、1200メートルまでの山の所にはまだ、ここの蚯蚓より大きなものがまだ見つかっていないですから、世界一の蚯蚓だと言われていますよ。冬になるとここの蚯蚓は1メートル～2メートルまでの深い所に潜（もぐ）るようになって「山を透（す）き通る龍」とも呼ばれています。（透き通る[すきとおる] 透明，透过去，清澈，清脆）

峨眉山のサル：

山腹（さんぷく）地帯に生息していて、独特な性格のサルは非常に可愛らしく、尻尾（しっぽ）が短いです。このサルは大昔から、現地の人とうまく付き合っています。時々現地の百姓（ひゃくしょう）の家へ尋ね、食べ物をもらいますから、「山の息子」、「兄弟」と親切に呼ばれています。サルは主に標高800メートル、2100メートルまでの山の所に生息しています。

峨眉山の気候は変化極まりなしです。ある時はもともと天気がよく晴れていましたが、雷（かみなり）、稲妻（いなずま）が急に来たのですが、ある時は虹（にじ）が出て小雨（こさめ）はまだ止まっていません。ここではしばらくの間に四季の気候の変化を体験できるでしょう。

金頂は峨眉山の二番目高い山で、高さが3077メートルです。ロープウェー（ropeway）から乗りまして、ちょっと階段を上がって、多きな広場が見えます。お天気が良ければ、周りの山々がはっきり見えます。例えば、四川省で一番高い山「貢嘎山（ミニャゴンガ）」とか、平たる屋根の形に似ている「瓦屋山（カオクザン）」などが見えます。しかし、金頂の天気がよく変わりますので、晴れたり、雨が降ったり、霧が出たりしますが、周りの景色が良く見えない時が多いそうです。

金頂では、四大の自然景色が見えます。第一は「仏光」、いつも「金頂祥光」と呼ばれています。「仏光」というのは、午後2～3時頃、雨が止めるんだ後、雲から七色の光が放ちまして、その上に自分の影が見えます。一年中、77日しか見えないそうです。第二は「日の出」、第三は「雲海」、第四は「聖灯」。実は谷間（たにま）の中の燐火（りんか）だそうです。金頂では、主な見所が３カ所あります。臥雲庵（がうんあん）、華蔵寺と舍身崖です。臥雲庵は一年中雲の中に隠されているから、臥雲庵と名づけられました。中には、文殊菩薩と観音菩薩の仏像が祭られています。

華蔵寺は峨眉山の三大仏教の寺の一つです。明の時代に、建てられましたが、そのものが火事で焼かれてしまいました。１９８６年に四川省政府が２６０万元を出して、お寺を再建しました。完工したのが１９９０年です。ある年チベットでは大雪が降って、深く積もりました。チベットが出られなくなったそうです。それで、ラマははるばるチベットから峨眉山へ来ました。華蔵寺の普賢菩薩にお願いしてから、チベットの雪がやっと解けました。その後、感謝の意を表すため、華蔵寺に寄付金を募りました。ですから、このお寺の名前が華蔵寺と名づけました。華が漢民族で、蔵がチベット族です。中には普賢菩薩の前でお願いするとよく効（き）くそうです。みんなもどうぞ試（ため）してみてください。

華蔵寺から臥雲庵へ行く途中、舍身崖があります。高さ７００メートルです。ご覧の通り、非常に高くて、怖い所です。一旦落ちましたら、助けられません。ここで心中（しんじゅう）の人、大学に落第（らくだい）した人などはよく自殺しますから、舍身崖とも呼んでいます。

万年寺：

万年寺風景区は峨眉山の中腹にあり、高さは海抜800～1900メートルの間です。万年寺は峨眉山の八大お寺の一つで、東晋（とうしん）の時代に建てられて普賢寺（ふけんじ）と名づけられたのです。後の唐の時代に白水寺（はくすいじ）と改名されて、明の時代から今まで万年寺と呼ばれてきました。古いお寺は雷で火事に遭って焼けて、目の前にある今のお寺は1986年に再建されたんのです。隣で川が流れるこのお寺は山を背にして南向きして、絶好なロケーション（location）を占めています。

万年寺は後漢まで道教の聖地でしたが、その以後（いご）は仏教の聖地に変わりました。山門の上に「大光明寺」という扁額（へんがく）が懸（か）かっていますが、なぜかというと昼にプロッケン現象（仏光）、夜には聖灯（夜空の中に蛍の光りのような明かり）があるからです。山門に入る前の右側に日本の愛知学院大学から送られた石碑「大蔵経功徳碑」と書いてあります。山門に入って、右には鐘楼（しょうろう）、左側には鼓楼（ころう）あり、鐘楼の隣には、「第一山」と書いてある一枚の石碑があります。実は、昔「震旦第一山」と書いていましたが、震旦という二つ文字の部分は文化大革命の時、紅衛兵（こうえへい）たちに切られました。震旦というのは、太陽の出る所の意味で、これは昔古いインド語には、中国のことを指します。この石碑を書いた人は宋の時代の書道家米沛です。東屋（あずまや）の中には、鐘が吊るしていて、男性は左手、女性は右手を出して叩いて、頭の後部を触れば、これから一切の悩みも無くなるそうです。

次は、弥勒殿（みろくでん）です。入り口の両側にかかる対聯（たいれん）の中には、峨眉山という三つ文字がありますが、これは峨眉山山名の由来を語っています。この山は女の子の眉の形に見えるので、娥眉山と呼ばれていたのですが、よく火事に遭うため、娥の女偏を消して三水偏に改めました。後は仏教名山として、有名になったので、また山偏に変わりました。仏殿の中に乗っている仏像は弥勒仏です。弥勒というのは慈悲（じひ）の意味で、未だ成仏（じょうぶつ）になっていない菩薩です。菩薩が仏教の中の地位が仏に次ぐだけで、お釈迦様（しゃかさま）の話ではかれの亡くなった56億7千万年後には弥勒菩薩が成仏になるので、未来仏と呼ばれている。中国の弥勒菩薩は明朝の杭州霊隠寺の布袋（ほてい）和尚いつも風呂敷を乗せて托鉢（たくはつ）するから、布袋和尚という人の姿を表している。つまり、良くニュニュ笑って、将軍バラで、何の事が発生しても怒らない親切な姿です。普通の場合では、弥勒仏のうちに立ているのは韋駄天（いだてん）です。ここは韋駄天ではなく、観音菩薩です。なぜかというと、実はこの仏殿は前部の弥勒殿と後部の観音殿からなっているのです。このようなお寺は珍しいです。観音菩薩は三十三変身あり、道場は普陀山にあり、一年中誕生日は三回持っていること（2月19日、6月19日、9月19日）は普通の神様と違います。

普賢殿前の庭にたくさんの牡丹（ぼたん）の花が植えているんですが、主峰が3099メートルである峨眉山の牡丹は一年中に花期（かき）三回あります。洛陽の牡丹は天下に甲たれ、峨眉山牡丹は洛陽に勝るという言い方もあります。

南に向かっている普賢殿は木材（もくざい）と釘（くぎ）を使わず、レンガ（煉瓦）で建てられたのです。建築形式の面から見れば、屋根がチベットのテマ教、本体はインド仏教のお寺を真似しています。四百年以来、このお寺は18度も地震に遭っても、全然破壊のないままよく保存（ほぞん）されてきて、もう四川省重点文物保護単位と指定されました。入り口の上に聖寿万年寺という扁額がかかっていますが、あれは明の時代、一人の皇后がずっと息子できなくて、峨眉山に尋ねてきて普賢菩薩に息子生むことを願いましたところ、暫くして結局一人の男ができました。この子は大人になって、皇位を継（つ）いで皇帝様となりました。普賢菩薩に恩返し（おんがえし）、それに母親の長寿のため、親筆でこの扁額を書き残してくれました。建物の屋根には五つの塔みたいなものあり、あれは東西南北中の方向を表しますが、また四つの動物があります、その中の二つの鹿（しか）が吉祥のシンボル(symbol)で、後の像とライオン（lion）がそれぞれ普賢菩薩と文殊菩薩の乗り物です。普賢殿の銅門は1996年に一人のユダヤ（犹太）人の寄付（きふ）で建てられたのです。この門は浙江省で造られて上海からこちらに運ばれてきて、一枚が40万元します。あわせて六枚ですが、その中の二枚は万年寺に送りました。仏殿の中で立ている象の像は中国で最も大きくて高さが7.85メートルで、重さは62トンです。あれは西暦980年に茂真（もしん）和尚が成都で托鉢して、職人たちに造ってもらったのです。中国で一番大きくな普賢菩薩に乗られる象の像として、国家一級保護文物と指定されて、わずかの古代鋳造芸術（ちゅうぞうげいじゅつ）の研究に極めて高い参考価値があると見られています。この象の後ろ足を触った手で自分の体を撫（な）でたら、それから病気が避けられるそうです。両側の壁に彫（ほ）られて金箔している千仏は普賢菩薩の説法（せっぽう）を聞きに集まってくることを表します。

後ろに行けば、阿弥陀仏（あみだぶつ）の象が祀られる巍峨（ぎが）宝殿になります。後部には韋駄天の像が立っていますが、彼と小さい寺で、上のほうに挙げられると、大きな寺です。最後の大雄宝殿（だいゆうほうでん）には三身仏（法身佛、報身仏と応身仏）が祀られていますが、高さが3.85メートル、銅の仏像に金箔つけられたのです。左右には十八羅漢の像があります。

白水池は万年寺山門の左側にあり、秋に入ったら、池の映った遠く紅葉の影が水波（すいは）の流れに随って揺らいでいるのは美しいです。この池には筝（そう）を弾（はじ）ける蛙がいるそうです。池のそばで手を叩くと池から拍手（はくしゅ）のリズムにあわせる音が出てきます。この筝と似ている音が旅の趣（おもむき）を増やします。唐の時代の大詩人李白が峨眉山に尋ねてきてから、万年寺に住んでいたのです。ある日、白水池の側で広浚法師の演奏を聞いている時、霊感が涌き現れて、有名な「峨眉山月歌」を書きました。「峨眉山月半輪秋、影は平羌（へいきゅう）江水に入って流れるを、夜清渓（よるせいけい）を発して三峡に向かう、君を思へども見えず渝州（ゆしゅう）に下る。」万年寺に関するエピソード(episode)して今まで伝われてきました。

楽山大仏

楽山大仏（らくざんだいぶつ）は中国の唐の時代に（７１３年から８０３年まで）作られた世界一の石刻（せっこく）の彌勒菩薩（みろくぼさつ）の座像（ざぞう）です。高さは７１メートル、凌雲山（りょううんざん）という山を掘って出来上がりました。また、楽山の前にもちょうど三本のかわの合流点（ごうりゅうてん）です。それは大渡川（だいどうがわ）、岷江（みんこう）、青衣江（せいいこう）と呼ばれています。そして、何でそういうところに弥勒菩薩の像を作ったのか、だいたい以下の原因があるといわれています。まず、年代のほうから見ると、そのときは中国の唐の時代、当時の皇帝様は中国歴史上唯一の女性皇帝様則天武后（そくてんぶこう）です。唐の時代の皇帝様中で彼女だけ仏教を深く信じています。いつも役人さんや百姓たちの前で自分は弥勒菩薩の化身だといいました。だから、楽山は弥勒菩薩の像です。二番目は場所のことですね。うわさによると、楽山大仏ができる前にそこの三本の川の合流点のところに船の沈没（ちんぼつ）がよく起こるところで川の中に化け物（ばけもの）がいるといわれていました、ですから、海通（かいつう）という貴州省の出身の和尚がここに来てそういう話を聞いてから三本の川の合流点のところに一体の菩薩の像を作って仏教の力を借りてなかの化け物を降参（こうさん）させようと思ったんです。ですから、海通和尚があちこち大仏を作るお金を集めに苦労して、地元の百姓たちを引き連れて作り始めました。また彼の後継ぎ（あとつぎ）として章仇兼琼（しょうさん）と韦皋（いご）という二人の役人さんも力を尽くして前後九十年間かかってやっと出来上がりました。

安全守護：

ところで、楽山大仏が完成されてから、本当に災難（さいなん）がなくなったのでしょうか、全くなくなるわけじゃないですが、確かにかなり少なくなったそうです。

理由は三つあり、一つは大仏を修繕する際、掘り出した泥はみな川の真ん中に捨てられて、ある程度激流（げきりゅう）を止める効果（こうか）がありました。二番目の理由は大仏の顔がとても穏やかなので、人々を落ち着かせることができたといいます、往来（おうらい）している船に乗っている人たちはそれを見ると気持ちも心も落ち着くようになったそうです、三番目の理由はもう一本の川が切り開（ひら）かれ合流した川の水を再び分流（ぶんりゅう）しています。

この大きな大仏は遠い所からもはっきり見え、船の航路標識（ひょうしき）にもなり、いまでも人々の安全を守っているのです。

海師堂：

皆様、ここに集まりください。目の前の建物は海師堂（かいしどう）と呼ばれ。中には楽山大仏を作るうえで役に立ったことがある海通和尚、章仇兼琼、韦皋という三人の像があります。真ん中の像御覧になってください。これは海通和尚です。彼は一番最初楽山大仏を作るという提案（ていあん）を出しました。特にそんなに大きな大仏を作るなら、お金がかなりかかるでしょう。ですから海通和尚は募金（ぼきん）するために大変苦労しました。

最後、たくさんのお金を集めてから楽山に戻りましたが、地元一人の腐敗官吏（ふはいかんり）がそういうことが耳に入りました。それで、彼はゆすりとろうと思いながら海通和尚のところに来ました。海通和尚はこれが大仏を作るお金ですから、私の眼をえぐりだしても絶対渡せません。私のところにお金を取ろうと思ったら大間違いだと厳しくその腐敗官吏に伝えました。思いがけないことにその腐敗官吏はやって見てといったんです。海通和尚はきっぱりとした態度で一本の手をお皿を持って一本の手で自分の眼をえぐりだしました。

腐敗官吏はびっくりして慌てて逃げ出してにどとこなかったんです。海通和尚は大仏を作るお金を保護するために、そんなことまでやってきたことから見ると、それは何とえらいでしょう。両側のも海通和尚のあとづきとして一生懸命努力してきて作り続いて９０年間かかってやっと大仏を完成ました。
大仏数字紹介：

　この像の高さは７１メートル、肩の広きはやく２４メートルです。頭の直径は１０メートル、耳の長さは７メートル、口と目の長さは３．３メートル、眉と鼻の長さは５．６メートル、首は３メートル、指は８．３メートルもあります。足から膝まで約２８メートルです。特に頭の上に１０２１個螺髪（らはつ）があります。実は、螺髪の形は水の流れがばらばら流れないように水路になっています。さらに耳の後ろには幅０．５メートル、高さ１メートルぐらいの排水道が設けられて頭から流れてきた水を受けて川に流れていきます。このように仏像の肩、胸の後ろにはそれぞれまた二本の排水溝が設けられていました。仏の表面にも空気のよく通じる、石灰（せっかい）の材料を塗りました。楽山大仏は今まで１３００年ぐらいの間に５回ほど、顔の方を修繕したことがあります、きれいに見えますね。

桟道：

　はい、皆さん、大仏の両側に桟道があります。こち側の桟道は九曲桟道と呼ばれ、一番狭いところは０．６メートルです。道の側の壁にたくさんの彫刻が見られます。九曲桟道にそって、下に降りて、＊＊分ぐらい写真タイムを取り、終わってから、右の桟道利用して、楽山大仏の頭のところに戻ります。全員そろってから、出口へご案内いたします。

沫若堂及び展望台：

郭沫若（かくまつじゃく）先生は中国近代のえらい文学者として名高いです。彼はこの近くの出身ですから、ここで一つの像と記念堂を作られて永遠に人々に記念されています。また、郭沫若先生は日本で留学して十年間ほど住んでいました。

五大菩薩：

ここは五つの菩薩の像があります。それぞれ文殊（もんじゅ）、地蔵（じぞう）、観音（かんのう）、普賢（ふけん）、大勢（だいせいし）です。特に真ん中の観音菩薩の像は他のところとちょっと違います。両側には、少年少女が立っていて、それは送子観音と呼ばれています。送はおくるという意味、子は子供のこと、昔この辺り妊娠（にんしん）できない女性、もしここに来て観音菩薩に拝（おが）んだら妊娠できるそうです。ですから送子観音と呼ばれるようになりました。

三身仏：

目の前に見えるのは全部お釈迦さまの像です。三身仏と呼ばれています。

十八羅漢：

四大菩薩の両側には十八羅漢（じゅうはちらかん）の像が置いてあります。伝説によろますと、この十八羅漢は昔、強盗（ごうとう）だったのですが、お釈迦さまが彼らを善人に導くために弟子にしたそうです。そのあと、彼らはすっかり心を改め、お釈迦さまの期待通りに世のために布施（ふせ）し、衆生（しゅじょう）を救済（きゅうさい）したそうです。

韋駄天：

「彌勒仏」の後ろにあるのは「韋駄天（いだてん）」です。韋駄天はお釈迦さまの弟子で、お釈迦さまがなくなった後、その仏舎利（ぶっしゃり）は塔に中に置かれました。当時、お釈迦さまの仏舎利を持った人が仏教の正統の教えを守るものであるといわれていました。伝説によりますと、ある時、この仏舎利異教徒に盗み去られていましたが、韋駄天はすぐ速い足で追いかけ、仏舎利を取り戻しましたので、３２の守護神の中で第一の守護神に封じられているのです。普通、韋駄天が真ん中にあるお釈迦さまと向かい合っています。それは仏像を守るという意味で、その手の格好（かっこう）は何物を恐れないことを表しています。

弥勒仏：

　ここは「布袋和尚（ほていおしょう）」が座っています。または「弥勒仏」とも呼ばれています。「布袋和尚」は１０世紀頃（９０７年―９６０年）浙江省に生れ、いつも「布袋」をもって、各地で布教をしながら、布施しますので、「布袋和尚」と呼ばれるようになりました。伝説によると、和尚は臨終（りんじゅう）を迎えたとき、大樹の下に座り「死んだら、きっと弥勒仏に生まれ変わる」とぶつぶつ呟いたそうです。そこで、人々は「布袋和尚」を「弥勒」と呼ばれるようになりました。「弥勒」は未来の世界をすくうという「未来仏」で、未来の意味は「善」です。「布袋和尚」をここに飾った意味は二つあります。一つは和尚はいつでもどこでも、また誰を見ても、ニコニコしていますから仏像のお使いとして、人間たちの奉納物（ほうのうぶつ）や供え物をここで受け取るのにふさわしいからです。もうひとつは「布袋和尚」いつも微笑（ほほえ）みを絶やさないので、「開門見喜」（門を開けると喜びが来る）という意味から、ここにおいたのです。

四大天王：

　「布袋和尚」の両側には四天王の像が飾られています。仏教の思想では地球は四つの部分からなります。それぞれの部分を支配する役目（やくめ）を担（にな）っているのが四天王です。インド教では、世界を構成する基本的物質（ぶっしつ）を「地、水、風、火」の四種類と考えている四天王が持っているのはすべて魔法（まほう）の武器です。

　東方天王は「持国（じこく）天王」と呼ばれ、手に琵琶（びわ）を持っていますが、これは地を象徴しています。

　南方天王は「増長（ぞうちょう）天王」と呼ばれ、手に宝剣（ほうけん）を持っていますが、これは火を象徴しています。

　西方天王は「広目（こうもく）天王」と呼ばれ、左手に蛇、右手に「多宝塔（たほうとう）」を持っていますが、これは水を象徴しています。

　北方天王は「多聞（たもん）天王」と呼ばれ、右手に傘を持ち、左手に鼠を掴んでいますが、これは風を象徴しています。

　四天王の足下に踏みつけられているのは、それぞれ貪欲（どんよく）、贅沢（ぜいたく）、愚（おろ）か、性愛（せいあい）を象徴するものです。これらは出家した人々にとって戒めなければならないものとされています。

　　　　　　　　　　　　　　　　九寨溝

皆様、おはようございます。これから、出発しますが、今日の日程（にってい）を発表致します。バスで九寨溝の入口へ行き、そこで入場（にゅうじょう）の手続きをします。約20、30分間かかります。混雑情況（こんざつじょうきょう）により、またもう少し時間がかかるかもしれません。手続終了後（てつづきしゅうりょうご）、専用車に乗り換えて、九寨溝に入ります。九寨溝は樹正溝（じゅせいこう）、日測溝（にっそくこう）、側査洼溝（そくさわこう）3本の谷川（たにがわ）からできています。地図をご覧になると、ちょうどローマ字「Y」の形をしています。本日は先にこのローマ字「Y」の上の右側の見所――日測溝をご案内します。右側の観光が終わってから「Y」の中心のレストランで食事を食べます。それから「Y」の左側の見所をご案内します。左側の観光が終わってから、「Y」の下の所を戻りながら観光します。今日一日九寨溝の観光は、その中のチヤータバスをご利用いたします。観光する時使わない物はそのままおいても結構（けっこう）です。
（入場手続を行い、バスのところにお客様を誘導、案内します。）
皆様、改めておはようございます。今日は一日ずっとこのバスをご利用します。そして、皆様、このバスの番号を覚えてください。175番です。いま、九寨溝の中に入りました。九寨溝の中では禁煙（きんえん）です。タバコが吸えるところはレストランのところです。九寨溝はもともとその中には九つのチベット族の村がありますから、名前を名付けたのです。1992年世界ユネスコに世界遺産として収録され、1997年万国に国際生物保護区に指定された。でも、いまこの中でチベット族の村が三つしか見えない。108個の湖と五個の渓流、20個の滝、10本の泉で有名な五絶（ごぜつ）に形成されました。つまり、翡翠（ひすい）の海、畳（たたみ）の滝、色彩（しきさい）の原始林、雪の峰とチベット族の情けですね。この九寨溝に住んでいるチベット族の人々は海を見たことがないので、湖のことを「海」或いは「海子」を呼んでいます。九寨溝の湖について次の伝説があります。
昔、男神の達戈が、風と雲を磨き上げた「風雲宝鏡」を恋人の女神色摸に贈りました。ところで悪魔（あくま）のいたずらで色摸は宝鏡を地上に落としてしまいました。この宝鏡が深山幽谷（しんざんゆうこく）に砕け散り（くだけちり）、108の青く澄んだ湖となり、九寨溝という夢幻（むげん）の仙境が現したそうです。話しているうちに、皆様、バスの右側をご覧ください。これは初めて見たチベット族の村です。この村の名前は蓮の葉っぱの村です。なぜならば、空から見ると、この村の形は蓮の葉っぱみたいです。はい、皆様、バスの左側をご覧ください。これは盆景灘（ぶんけいたん）というところです。盆景は盆栽の意味です。水の中、高山柳（こうざんやなぎ）、樺（かんば）、松などの木が生えています。木の回りにカスとル溶岩（うおうがん）が積もって、まるで水中盆栽のように見えます。でもここはやっぱり九寨溝の普通の景色で、戻る時また車を止めて写真を取ります。はい、ここを見てください。ここは葦の海で黄色いものばっかりです。こんな標高2140ぐらいの高いところに生まれているのは珍しいです。調べによりますと、ここの葦は世界の最高のところに生まれている葦ですよ。
皆様、バスの左側をご覧ください。ここは火花海（ひばらかい）です。ここの標高は2187メートルで、平均深さは9メートルです。水面に太陽が反射してキラキラとして火花が燃えているように見えます。
はい、皆様、ここは樹正群海（じゅせいぐんかい）です。樹正群海に19個の小さな湖があります。今バスの右側にもう一か所のチベット族の村も見えます。この村の名前は樹正寨と呼ばれています。樹正はチベット族語です。お金持ちの意味です。いま、九寨溝の三つの村の中で一番お金持ちですから。
はい、皆様、いまバスの左側をご覧ください。樹正の滝です。ここの標高は2200メートルで、滝の高さは11メートル、広さは62メートルです。九寨溝の四大瀑布の一つです。
ここは老虎海（ろこうかい）です。さきほど見た瀑布の音は虎の吠える声に似ていますので、老虎海と呼ばれています。
これは犀牛（さい）の海です。犀牛海は九寨溝の中に二番目大きい湖です。海抜は2400メートルです。総面積は17万平方メートルです。毎日午前9時、波が立っていない時、水辺の樹木と空が鏡のような湖面に映し出され、樹木、湖面（こめん）と空が繫がっている光景（こうけい）は幻想的（げんそうてき）で独特な魅力に溢れています。
まもなく諾日朗（だくじつろう）瀑布に到着します。諾日朗の案内は進行方向の左側にある展望台で致します。全員団体行動で、私の後に次いて展望台に上がり、諾日朗瀑布の全景をご覧になってください。満足できたら、私は出発の声をかけます。そして、全員また私の後に次いて、道路を渡り、近距離で諾日朗瀑布をご覧になります。最後、森を抜けて駐車場へご案内します。見学時間と歩く時間を合わせて、諾日朗瀑布の観光は約30分です。諾日朗瀑布の幅は320メートルで、落差は20メートルです。中国では幅が一番広い高山滝です。諾日朗はチベット族語で男神という意味です。滝の幅が広いこととその雄大さで知られています。水量は季節により変わります。夏の水量は一番豊富です。冬は水が氷ります。氷柱（つらら）となって、とても綺麗です。600メートルぐらいの桟道を歩いてバスに乗ります。
はい、皆様、鏡海（きょうかい）に着きました。静かなところですね。わしの影は鏡の海に投げて鏡の海はわしのこころを残しという有名な諺があります。これから、10分間の自由行動を取ります。いまは9時20分です。9時30分にバスに集合してお願いします。
バスで少し移動したら、五花海（ごうかかい）に着きます。五花海は九寨溝の一つの観光ポイントです。「五」というのは数の五だけじゃなくて、数が多いという意味です。「花」は綺麗なものです。即ちこの湖の色はとても豊富で綺麗です。角度（かくど）によって、景色も変わります。特に高い所から見ますと、孔雀のように美しいから、また「孔雀海（くじゃくかい）」とも呼ばれています。これから25分間の自由散策です。いまは9時40分です。10時5分にバスで集合することをお願いします。ここから段階を降りて橋を渡して左側へ行ってください。観光が終わってから、まだ同じ道で戻ってください。
五花海の景色はいかがでしょうか。私達はこれからバスに乗って次の所まで移動します。皆様、さきたくさん魚が見られましたか。あれは高山裸鱗魚と呼ばれています（鱗のない魚です）。清い水の中でもこんないっぱい魚が生きているのは珍しいですよ。しかし、ご存じのように、チベット族は魚を食べないです。何故かというと、チベット族の葬式と関係がありますね。火葬、土葬、水葬、塔の葬式、鳥葬つまり天の葬式ですね。大体、この五種類の葬式ですね。水葬がありますから、もちろん水中の動物を食べないです。
バスで少し移動したら、熊猫海（くまねこかい）に着きました。熊猫というのは、実はパンダの意味です。話によりますと、昔パンダちゃんはよくここにきて、たくさんの水を飲んで、まるで酒を飲んで酔って払になって寝たことがあります。だから、熊猫海と呼びます。ここでは、15分ぐらいの自由時間があります。皆さんはこの時間を利用して写真を撮ってもいいし、ちょっと散歩してもいいです。いま10時30分にバスに集合するのをお願いします。
箭竹海（せんちくかい）に着きました。ここは標高が2600メートルです。箭竹というのは笹の意味です。もともと、この辺は笹がたくさんありました。パンダちゃんもここにきて笹を食べたそうです。素敵なところですから、4年前に、有名な「ヒーロ」という映画はここで撮影しました。ここで5分間ぐらいの自由行動を取ります。バスは前のほうにユーターンして戻ります。
これからまたバスに乗って、次のところへ移動します。皆さんはもう九寨溝のもう一か所のポイントに着きました。ここは珍珠灘（ちんじゅうたん）です。「珍珠」というのは、この灘（なだ）の流れる水は太陽の下にピカピカしていて、まるで真珠のように綺麗な意味です。珍珠灘の下には一つの滝があります、「珍珠灘滝」と呼ばれています。昔、有名なドラマ「西遊記」はここで撮影しました。これから、桟道に沿って約40分のハイキングとなります。まずは滝の上の遊歩道を歩き、その後、滝を横目（よこめ）に見ながら滝の下まで歩いていきます。滝横（たきよこ）の階段は水ひふきに濡れ、非常に滑りやすいので、滝の写真を撮りながら歩くのは非常に危険です。是非十分気を付けてください。
お疲れ様でした。ここまで日測溝の見所はもうお観光しました。即ち、九寨溝の右側を見終わりました。皆様のお腹もうすいたでしょう。これからまず、九寨溝の中のレストランへ行き、食事をします。午後は九寨溝の左側のもう一本の谷川「則査洼溝」へ行きます。
（食事する時間は1時間ぐらいです。）
30分ぐらいのバス移動をしてから、九寨溝の一番高い所「長海（ちょうかい）」に到着します。この時間を利用しまして、四川省の名産品（車内販売など）を紹介します。
長海に到着しました。ここの標高は3100メートルです。また長海は九寨溝の一番大きい湖です。長さ7キロぐらいがあります。いま皆様の前に見えるのはただ1∕3だけで、ほかの2∕3は曲がったところから山の後ろに隠れています。一番深いところは108メートルの深さがあります。冬になると、水は70センチも氷ります。長海は出口がありませんが、蒸発（じょうはつ）と浸透（しんとう）のおかげで雨季でも水が溢れないです。これから20分の自由行動を取ります。
バスで日測溝を下り、ちょっと走るともう一かの観光ポイントに着きます。ここは五彩池（ごうさいち）と呼ばれています。五彩池は九寨溝の中で色が一番豊富で一番小さな湖です。深さはただ6メートルぐらいです。海抜3000メートルがありますけれど、冬になっても水は氷りません。五彩池の水は長海から浸透してきますから湖の底は色がいっぱいあります。まるで、たくさんの宝石が湖の底に隠れているようです。ほんとうの理由は湖の中にたくさんの鉱物の沈殿物（ちんでんぶつ）などがいっぱいあります。光と方向によって色が変わります。五彩池の観光が終わりましたら、バイキングしながらバスの駐車場へ行き、またグリーンバスにして出発し「Y」の下のほうへ移動します。
犀牛海にバスを止めて写真を取ります。
またバスで老虎海まで移動します。
老虎海から樹正寨までハイキングです。
火花海にバスを止めて写真を取ります。
またバスで盆景灘へ移動します。
盆景灘に写真を取ります。
またグリーンバスで出発し、出口まで移動します。
黄龍

皆様、おはようございます。そろそろ黄龍に着きますが、観光の注意事項などをご案内させていただきます。黄龍で往復７キロぐらいのハイキングとなって、観光所要時間は４時間です。山頂まで十分往復できるとなります。無理となさらないよう、高山病に注意し、自分のペースでお登りください。入場券を購入する時、パスポートが必要ですので、皆様はご準備して、これから回収させていただきます。

　黄龍内は全て禁煙です。

　お手洗いは途中に１０箇所程度ありますが、テッシュはありませんので、ご持参されることをお勧めします。

　また、黄龍を観光する時間が４時間ぐらいかかり、山の天気が変わりやすいから雨具とか雨カーバを用意してください。

　いま、黄龍に到着しました。長いバスの移動で大変お疲れ様でした。バスが安全に止まるまでお座りのままお待ちください。食事してから、このまま観光へご案内したいと思いますがよろしかったら、食事と観光の必要なものをお持ちいただいてお下りください。よろしくお願いいたします。

　これから黄龍の観光が始まります。スピードがそれぞれ違いますので、マイペースで上がっていただきたいと思います。観光時間は４時間も設定させていただきます。いま、１２時です。４時までに華龍山荘つまりいまのホテルのロビーにご集合ください。ここに座れる場所がありますから、コーヒーやお茶などを注文すればごゆっくり休憩できます。時間厳守をお願いいたします。観光する時、一番注意してもらいたいのは、高山病のことです。途中でお疲れになったら絶対無理なさらないようにお願いします。

　皆様、この地図をご覧ください。いまの所在地は華龍山荘です。これから皆一緒に２，３分間ぐらいかかってシャトルバスの乗り場まで歩いていきます。また２，３分間シャトルバスに乗ってバスの降り場まで移動します。ちょっと歩いてロープウエイの乗り場まで行きます。そこで入場の手続きをします。入場する時入場券２枚とパスポートを一緒に出してください。このロープウエイは８人乗りで、合計４０台あります。ロープウエイに乗り、約５分で標高約３４７０の終着駅に到着いたします。終着駅の出口から東へ約３キロ歩くと従来の登り道に合流し、五彩池まで約１時間３０分ほどかかります。頂上に着いてから左側グルーと回り見てから山を下ります。

　ロープウエイの道の分岐点の所についたら、まっすぐ降りてください。またつぎの分岐点の所についたら自分の右手の下山道をご利用ください。出口まで写真を撮りながらお下りおお願いいたします。

　再集合場所はさき中食を食べた華龍山荘のロビーです。

黄龍概況について

　黄龍（こうりゅう）風景区は四川省北の方に位置し、１９９２年九寨溝と一緒に世界自然遺産と指定されました。カルストの地形と段々畑（だんだんばたけ）の池という特徴で、人間瑶池（にんげんようち）とも呼ばれています。また、黄龍名前の由来も二つの説があります。一つは黄龍の一番高い所に黄龍古寺という寺があって、中国の明の時代に建てられた道教のお寺です。中には黄龍真人という治水英雄が祭られています。もう一つの説は高い所から下を見下ろすと、一匹の黄色い龍が見えますので、黄龍と呼ばれるようになります。

注意事項
　はい、皆さん、出発する前に、黄龍観光の注意事項をいくつか申し上げます。

第1、 遊覧区は、タバコを禁止されるため、愛煙家（あいえんか）の方はタバコを遠慮してください；

第2、 ビデオ、カメラ撮影okです；

第3、 山の３５６９メートルまで登りながら観光しますので、無理をされないようにゆっくり行ったほうがいいです。途中で、戻ってもよろしいです。同じ道で戻ってもよろしいし、下山道という矢印の指示している道で戻ってもよろしいです。黄龍の観光所要時間は４時間で、＊＊＊時に、華龍山荘（かりゅうさんそう）のロビーに集合をお願いします。時間厳守お願いします；

第4、 遊覧区（ゆうらんく）は３０９９メートルの間にあります。海抜が高いから、ご心配の方は酸素ボンベを持って行ったほうがいいです；

第5、 観光道は狭い山道だから、皆さま足元に気をつけてください。観光中、湖に入らないようにお願いします；

第6、 遊覧区のトイレはただです。それぞれ山の麓（ふもと）、中腹（ちゅうふく）、頂上に分布（ぶんぷ）しています。

黄龍の観光地

迎賓池（げいひんち）：こちらは迎賓彩池です。つまりお客様を迎える池です。

飛瀑流輝（ひばくりゅうき）：この滝は飛瀑流輝と呼ばれていて、幅が６０メートル、高さは１０メートルで、水は白くて美しい曲線（きょくせん）を描きながら、落ちています。

洗身洞（せんしんどう）：伝説によりますと、昔、黄龍真人という神様はここで修行（しゅぎょう）していて、洗身洞はお風呂に入る場所です。また一つの説は、妊娠（にんしん）できない女性はここでお風呂に入ったら、すぐ妊娠できるそうです。

金沙鋪地（きんしゃほうち）：こちらは金沙鋪地という所です。つまり、金色の沙で、地面に敷きます。長さは２．５キロ、幅は１００メートルです。上から見ると、まるで一匹の龍の背中のようです。だから、また龍のよるいと呼ばれています。

争艶彩池（そうえんさいち）：ここに小さな彩池は５００個あり、海抜３０００～３４３１メートルの間にあります。彩池の総面積は２２９０４平方メートルです。ここにある彩池は綺麗さを争って、だから、争艶彩池と呼ばれています。

黄龍中寺：こちらは黄龍中寺と呼ばれ、黄龍には、前、中、後、三つのお寺があり、前寺はもう見えなくなり、もともとは羅漢堂、明の時代に作られ、ここの中寺は仏教のお寺で、十八羅漢が供養しています。

五彩池（ごさいち）：一番綺麗な彩池と呼ばれ、太陽の光がピカピカすると、水面はブルや緑色に多彩に変化しています。上の展望台から、五彩池を見下ろすと、まるで蓮の葉を浮かべたような池という印象があります。

黄龍古寺（こうりゅうこじ）：この古寺は道教のお寺で、黄龍真人が供養されています。大門の扁額（へんがく）が面白い、正対面から見ると「黄龍中寺」右から「飛閣流丹（ひかくりゅうたん）」左からは「山空水碧（サンクス胃壁）」と見る角度によって、異なる文字が読めます。

都江堰（とこうえん）

途中解説：

　四川省は一番豊かな所で、中国でも有数の豊穣（ほうじょう）した土地です。灌漑用水（かんがいようすい）が豊富で飢餓（きが）が知らないと所謂（いわゆる）天府の国です。実は四川省では昔よく水害（すいがい）があったのです。岷江という川がこの辺りを流れています、昔は岷江の水流はよく氾濫（はんらん）していました、特に増水期（ぞうすいき）だとよく溢れてきて、両側の住民は一時苦しかったのです。一方は、水田（すいでん）の多い左側の成都平原の水不足は深刻になっています、治水の整備も色々やっていても、よく役立たなかったのです、やっと、紀元前、２５６年当時蜀の太守李氷と息子さんが指揮する都江堰水利工事は着工しました。原理的に非常に簡単なものです、西側の岷江の余った水を左側に導入するということです。そのお陰で洪水（こうずい）もなくなりまして、左側の灌漑用水問題も解決しました、話しやすいそうですけど、その発想は実に素晴らしいです。一番すごいところは自然の力で水を合理的に分けたということです。しかも、２２００年余り前ですね、万里の長城とほぼ同じ時代で秦の始皇帝はまだ中国を統一していなかった時代です。今までもまだその役目を果たしています。都江堰がないと成都平原は今の天府の国にならないとも言えます。のちほど、つきましたらまた詳しくご説明いたします。

　話しているうちにもう都江堰につきました、貴重品だけを持ちいただきまして、バスを降りてください。

全景図

　ここは都江堰水利工事の全景がみえます、流れている川は岷江といわれ、李氷は初めて工事の場所を選んだ時、ここから３００キロのところまで遡り（さかのぼり）、川に沿って、流れのスピード、曲がり方、坂（さか）があるかどうかなど、いろいろ調べました、結局ここを選んだのはここには角があり、万一洪水が起こってもそのスピードが緩（ゆる）められるからです。水利工事をするためにはその場所が非常に重要だということがわかります。

二王廟

　李氷父子（ふし）の治水の功績を記念するため、全国の各地に二人を祭る廟が数え切れられていますが、ここの二王廟は民衆の最高の敬意を集めいています。ご存知のように、李氷は水利工事の専門家であるとともに、素晴らしい政治家でありました。就任後、李氷は庶民の家を訪ねたり、田畑を視察したり、評判がとてもよかったそうです。さらに中央の宰相（さいしょう）にもよく報告し、庶民の苦しい生活を考慮し、なるべく税金を減らして欲しい進言したこともあったそうです。国を豊かにする前提は秩序ある社会をつくることであると思うため、彼は人間関係を非常に大切していました。

その像は李氷の像です。穏やかな表情、落ち着いていた思慮深い姿を表現しています。右手に持っているのは治水工事の図面です。面白いのはその着物で、それは秦の始皇帝時代、役人専用のもので、庶民と違い、赤い帯をしめています。昔の中国の礼儀で、大臣は工程に謁見する時には必ず正装しなければなりませんでした。李氷は役人ですから、帯は地面に当たるまで腰を曲げれば良いのですが、庶民にはこのような帯はないから、地面にはへばりつくように、頭をゴツゴツと打ち付けて拝まなければなりません。殿の中には李氷夫婦の像は並列して、毎日参拝のひとびとは道教の祭り方で、果物などを供え、線香（せいこう）を焚いて、二人を祭っています。

また、毎年六月24日、李氷の誕生日には、周辺の庶民が大勢訪れ、お線香を焚き老子に祈りを捧げたり、劇を見たりして、いろいろな活動で李氷を記念するそうです。

殿の外の塔は文字の倉庫と言われています。なぜかというと、毎年多くの祭祀活動が道教の規則に従って行われ、焼かれる紙は非常に多く、その煙が塔の口から空に昇って、神様の李氷に内容を知らせるからです。

吊り橋

この吊り橋は岷江の上に横わたっていて、３２０メートルの長さです。竹の橋または藤の橋とも呼ばれ、宋の時代に、評事橋と名付けられました。明の時代戦争で焼き払われてしまって、清の時代、何先徳という夫婦の提案で再びかけ直されました。波を渡り、無事に向こうまで行けるという意味で、安瀾橋と呼ばれて、またその夫婦二人を記念するため、夫婦橋とも呼ばれています。ここはこの川の外江と内江の通行の要になり、元はさらに上流の方にありましたが、1974年に外江のダムを建てるために、現在の位置に移されました。とても揺れますから、渡る際にはしたを見ないように、気をつけてわたってください。

魚の嘴

都江堰の真ん中にある、魚の口のようなところは分水ようの堤で、岷江を二本に分けて、水量を減らすためのものです。そこは魚の嘴と呼ばれ、外側の川は外江と言い、内側の川は内江といいます。さらに外江の川底は高く、内江の川底は低くされています。そのため、特に春、水量は少なく時には、川の水の六割は内江に入り、農業用水を確保することができます。洪水の時、水量が増え、水位が高くなっても、カープ（转弯）のために水流は弱められ、しかも外江の川幅は広く、内江の川幅は狭く作られていますので、内江に入る水量を四割ほどに減らすことができます。六、四に分け、干害を鎮めると言う言葉の意味がこれで分かります。しかし魚の嘴は砂を取り除く役割を果たしています。岷江は楊子江の一番大きな支流ですが、ここは岷江の上流と中流地域にあたります。毎年たくさんの土砂が水によって運ばれてきますが、川の水が魚の嘴を通る時、そこに渦巻きができます。川のそこの土砂は渦巻きに巻き込まれ、大部分の砂は外江に入って流れていき、内江に入らないと言うわけです。これで８０パセントの砂がここから排出され、内江が泥で埋まってしまうのを防ぐことができます。

飛沙堰

飛沙堰は見た目には非常に平凡な工事ですが、ほかの工事がとって代わることができず、成都平原が水害に見舞われないための鍵となっています。飛沙堰は内江の河床より２．１５メートル高く、内江の水位を維持する役割を果たしています。稀に見る大洪水に見舞われた場合、飛沙堰は自動的に崩れ、大量の水を岷江流れ戻すことができます。また、名前どおり飛沙堰は砂や石などを外江に飛ばし、内江が滞りなく流れるようにすることが確保できます。
宝瓶口

　宝瓶口とは玉塁山で切り開かれた三峡で、その幅は20メートルしかありません。内江から流れる水は宝瓶口に雪崩込み、増水期は水位は徐々に高くなるはずです。飛沙堰に調節され、その水位を一定の水準に維持できます。

川劇

皆様、大変おつかれさまでした。今日の観光は以上です。これからホテルへ参ります。この途中の時間をご利用しまして、四川省の川劇を紹介したいと思います。よろしいでしょうか。

はい、実は四川省は六絶というものがあります。ようするに、お茶とお酒、また四川料理と川劇、パンダと四川省の美人さんですね。今、時間の具合で、四川省の川劇を紹介して差し上げます。

川劇は四川省の独有の地方劇で、踊り、歌、劇、サーカスを集めている総合的な芸術の一つです。明の時代の末頃、四川省の人は戦争のせいで、ほとんどなくなりました。湖南省、広東省の方から難民が逃れてきて、今の四川の人々の祖先になりました。逃れてくると同時に、彼らが好きな芸術を持ってきて、今の四川省の川劇になりました。ようするに、川劇の歴史は大体500年ぐらいですね、清の時代になると、川劇はもん大変発達してきました。俳優さんも多くなって、川劇で暮らしている人々も出てきました。お祭りの時とか、結婚式とか必ず川劇を演じました。そうしないと賑やかじゃないといわれています。その時魏長生という人は北京にも行って、川劇を演じることがありました。それで、北京でも人気物になりました。なぜかというと、川劇の中にある番組は京劇の中になるのです。例えば、変面ということです。変面というのは一瞬間に十枚、十何枚の隈取（くまどり）が変わって人々に驚く程うまい技術です。これは中国ばかりだけでなく、世界中でも脚光を浴びています。もう中国国内文化遺産に登録しました。またての影という番組も凄く面白いです。手でいろんな動物の形、例えば、兎とか、馬とか、狼とか、蛇などの物を作ります。特にその俳優さんの手は想像できないほど柔らかいです。

もちろん、川劇は多分皆さんがテレビで見られたことがあると思いますが、現場で見るのは全然違いますよ。しかも、川劇などの地方劇は本場でないとなかなか見られません。また、今の川劇は外国の観光客のためにいろいろな工夫をしました。伝説的な川劇だけじゃなくて。また、ほかの中国の楽器、二胡とか、琴とか、みんな楽しめますよ。ご安心ください。しかも、今日の劇場は昔の劇場をモデルにして、椅子やテーブルは四川省の竹で作られます。川劇を見る時お茶をのみながらのんびりしている雰囲気を楽しんでいただけます。一番嬉しいのは現場ではマッサージもできますし、耳掃除もできます。

はい、みなさん、どうですか。よく考えてください。別料金がかかりますけれども、十分その価値があると思って、お勧めするのです。希望者は後で教えてください。時間は大体一時間半ぐらいで、入場料は人民元＊＊元です。また席があるかどうか、それを調べる必要があると思います。観光シーゼンで、いつも満席ですから。

2300年以上の歴史を持った成都市は古い雰囲気が濃厚です。地方特色のあるドラマ川劇は吹灯、転灯、噴火、変面という四の絶技があります。吹灯と転灯の由来は、成都の男性が大底女房の弱いのです。ある夫は麻雀をして、家に帰る時間は遅くて、女房はとても怒っていて、夫を懲らしめた方法です、女房は燃えている蝋燭（ろうそく）を夫の脳天に置いて、夫が吹かさせ、難しさが大きいです。夫は絶技をやって、蝋燭が動いて、結果、吹いた動作です。

噴火と変面の由来は、これです。天気は変わりやすくて古代の祖先がわからなかったので、豊作を祈りした儀式でした。噴火の絶技は凄まじい火が男優の口から、何回変わりました。一番見所は変面です。出演者は手を振ると顔が変わって、何回振ると何回も変わりました。隈取は中国の歴史上のいろいろな人物の顔です。秘密がわからなくて、不思議です。

演出の中、お茶の茶芸と民族踊りと楽器と人形芝居と手品などのイベントもあり、素晴らしいです。

今回楽しんだ川劇は、成都市華興正街５４号にある「錦江劇場」でした。演奏内容は

＜演目紹介＞

1． オープニング、閙台．．．．．楽師たちの銅鑼や太鼓を中心とし「秋色芙蓉」という曲の演奏

2． 川劇折子劇（短編劇）．．．．．．「三英戦呂布」、「呂布　　貂蝉　　上」

3． 足技

4． 杖頭木偶（繰り人形）．．．．．．「人間好」

5． 川劇折子劇（短編劇）．．．．．．「皮金頂燈」

6． 二胡独奏．．．．．．「葡萄熟了」、「戦馬疾騎」という曲の演奏

7． 手影戯（影絵）

8． 変臉（変面）．吐火

9． 木偶変臉、木偶吐火

10． 変臉（変面）．吐火

11． フィナーレ「梅花　　絶句」

と一時間三十分があっという間に終わってしまいました。

特にメインとなる変臉（変面）は神秘的な絶技で、そのいわれは遠く西蜀に源を発し、中国演劇界に名を馳せる門外不出の技と言われています。変臉は魔術のような技法を使い、瞬きをする間に顔の隈取を変え、登場人物の心境及び、ストーリーの急激名変化などを表現する演劇手法です。

私の席は前から２列目の中央通路側であったため、フィナーレ時に変臉の役者が席の所まで下り来てくれ、目の前で瞬時を見せてくれました。残念ながらその方法を読み取ることはできませんでした。

臥龍パンダ基地と成都パンダ基地

　パンダは中国では大熊猫と呼ばれ、台湾では大猫熊で、海外ではパンダと愛称されています。この可愛い動物は、１８６９年フランスのキリスト教の宣教師・ダイヴェさんが始めて発見したんです。２０世紀３０年代のあるアメリカ人のルースという女性が生きていたパンダをアメリカまで持って行って展覧会を行ったことなどを通じて中国西部奥地方で生息していたパンダが世界的に注目されるようになりました。現在のパンダは世界野生動物保護と平和友好のシンボルとして世界各国の人々に可愛がられています。

　パンダは凡そ８百万年前に地球に現れた動物で、パンダと同じ時代生息していた動物がほとんどなくなったから、かなり研究の値打ちがある動物だと思われ、「生きている化石」とも称されています。２００４年の調査によって、世界の野生のパンダの数は１５９６匹そうですが、その中の８０パーセントが四川省に生息しているそうです。特に四川省の九寨溝、臥龍、宝興県などの地方に集中しています。

　野生のパンダの平均寿命は１８歳ぐらいです。普通は標高１５００メータから２５００メータまでの山奥で生息しています。パンダは木も登りも泳いもできます。また、普段は別々で生息しますが、繁殖期の一週間の間は雄と雌のパンダが一緒に過ごすそうです。一頭成年のパンダの平均体重が１００キロぐらいで、一日中笹の消費量は３０キロ～５０キロくらいだそうです。なぜパンダがそんなにたくさん食べられますか？皆様ご存知ですか？実は理由が二つがあるが、ひとつは、笹の中に繊維が多くて、栄養成分が本当に少ないです。もし、パンダは笹の中から自分の命を維持するために、たくさん食べなければなりません。もうひとつはパンダの腸が非常に短いそうです。一番長い腸でも５メータを過ぎてないそうですから、食べたものからの栄養吸収が極めて弱いです。それで、常に食べないといけないのです。だから、野生のパンダの一日の６０％ぐらいの時間は笹を探すと食べるのに使う、３５％ぐらいの時間は寝る時間、残りの５％ぐらいの時間は遊ぶ時間だそうです。野生のパンダは資料によると、飢えた時は魚とか鼠とかリスとかの小さい動物も捕まえて食うそうです。

　生まれたばかりのパンダはピンク色で、体重は重くても１００グラムで、軽いのは５０グラムぐらいです。ちょっと体重が軽すぎるから死亡率が高いです。パンダ５歳ぐらい大人になります。人工繁殖状態のパンダは平均寿命は２５歳ぐらいで一番長生きのパンダは３７歳に達したそうです。

パンダの可愛いところ

　パンダがおしゃれが好きなのは皆がはっきり分からないと思います。私はよくパンダを見て、パンダのこの面白い習慣が発見しました。パンダの食べ物の中に栄養が少ないから、毎日の食事時間がほうとうに多いです、大体１４時間以上です。パンダの顔が非常にまるいですが、もし食事のときずっと片側の歯でかみますと、長くつけると、力のバランスができなくて顔の丸さを保つことができません。でも、賢いパンダちゃんはこの綺麗な顔を保つために、食べるとき両方で食べます、だから、私たちを見たパンダがずっと丸い顔をしています。だから、パンダが日常の生活にもおしゃれが忘れずにずっとしているでしょう。

成都パンダ基地の歴史について

　成都パンダ繁殖基地は成都市北郊外の斧頭山に位置して、成都市内から約１５キロぐらい離れています。上世紀の７０年代、たくさんの竹は花が咲いてしまいました、皆様は大分ご存知ではありませんが、竹は花が咲くと毒素も出てしまい、パンダは花を咲いている竹を食べると死亡の可能性があります。だから、病気になったパンダが多く発見されて、人々はパンダを助けなければならないことが決心しました。だから、政府はたくさんの専門家を集めて、山奥からパンダを救助した事になりました。斧頭山で治してあげました。この危機を過ごした後、研究のため、その中の６匹のパンダを残して、１９８７年にパンダ繁殖研究基地に造られました。目的は二つあるそうです。ひとつはまずパンだの数を増やすこと。最初造った時はパンダ僅か６頭しかなかったですけれども、今（２０１２）はもう１０８頭増えたので、かなり成功したとは言えますね。第二は人工繁殖したパンダを自然に放すこと。これはなかなか難しいそうです。でもこれがこの研究所の最初的な目的だそうです。

　今この研究基地の対外開放面積は３７ヘクタールです。２００６から拡大建築が始まりまして、拡大の面積は２００ヘクタールで、大体今の開放面積の５倍ぐらいになります。１９９０年ぐらい旅行地として観光客にオープンしましたから、たくさんの外国のパンダの愛好者を接待されました。

臥龍パンダ基地について

　臥龍は成都市から約１３３キロ、バスで約３時間ぐらいかかります。中国最大のパンダ人工繁殖基地で、近年来、四川省観光業の発展でだんだん有名になってきた観光地です。

　臥龍パンダ基地は１９６３年設立された臥龍パンダ自然保護区に位置し、１９８０年建立されて、今基地にあるパンダの数は約６７頭、自然保護区に生息している野生のパンダは約１５０頭です。２００３年７月、科学の研究と一つとして、１６頭ぐらいのパンダを約２００キロには離れている「碧峰峡」に移しました。人工繁殖のパンダの自然に戻す研究も同時に展開しました。

 チベット族

　人口は約４８０万２４００人。

　主にチベット自治区、および青海省のか海北、黄南、海南、果洛、玉樹などいくつかのチベット族自治区と海西モンゴル族チベット族自治州、甘粛省の甘南チベット族自治州と天祝チベット族自治県、四川省のアバ・甘孜自治州、および木里チベット族自治県、雲南省の迪慶チベット族自治州に集まり住んでいる。

　チベット語を使用する。チベット語は漢語・チベット語系のチベット・ミャンマー語族チベット語分支として分類されている。ウ－ツァン｛衛蔵｝、カム（康）、アムド（安多）の三種類の主要な方言がある。

　チベット文字は西暦紀元７世紀頃にサンスクリットの字体を参照して作った左から右へ横書きされる表音文字である。

　チベット族の人たちのほとんどはラマ教を信仰している。

　チベットという名前の由来：

　漢字では「西蔵」と書きますが、チベットと呼びます。

「チベット」という名前はヨーロッパやアメリカの呼び名であるが、アラブ人が使ったアラビア語の「テュベット」「トゥバット」に由来するがか、昔、中国が「図伯特」と呼んでいたのが「チベット」の原型だろうといわれている。

　チベット人自身は自分たちの国を「ブゥ」と称している、唐の時代、中国はチベットを吐蕃（トバン）と呼んだ。

　吐蕃の「吐」については二つの伝承があります。

第一の伝承は、大昔、チベットは湖だったので、湖岸の岩窟に住む人々は、お互いに大声で呼びあって暮らしていた。

　そこで、「叫ぶ」「呼ぶ」の「ブゥ」を「吐」に当てた。

第二の伝承は、大昔、悪魔が人間界に降り、人や家畜をさらって人々を困らせた。この悪魔には角があり、舌が黒いので、チベット人がお互いに挨拶をするときには、自分が悪魔でない証として、帽子をとって、角がないことを、舌を出して下が黒くないことを示すようになった。

　この舌を出す習慣から、舌を出すことで「吐」の字に当てた。

　今でも、チベットの奥地では「舌を出す」のを正式な挨拶のやり方として、まだ行われている。
チベット族の名字：

　チベット族は名字がありません、名前だけで、普通は４文字の名前です。紀元７世紀の吐蕃帝国大様・ソンチュンガムポが帝国を建立してから、自分の部下にそれぞれ領地と領地の名前をあげました。領地をもらった部下たちは領地の名前を自分の名前の前に付け、自分の地位を表しています。

　７世紀以後は仏教の流行につれ、皆お坊さんに名前を付けてもらっています。お坊さんも役職の変更により、名前の前にそれぞれ違う役職名を付けます。

　一般の人は４文字名前ですが、でも、長すぎるので、呼びやすくするには皆名前を略して、２文字か３文字にして、読んでいます。

チベット族の服飾

す。それはもちろんチベット族の優れた伝統文化の重要な一部となっています。

　チベット族の主要居住区のチベット高原は、平均海抜４千メートル前後で、「世界の屋根」と称されています。気温の高下は大きく、太陽の光が強く、紫外線も強いために、チベット族の男女はみな、フェルトまたは上等な毛皮で作った帽子をかぶって頭を直射日光から保護しています。放牧地帯の女性はまた、皮膚の乾燥を防ぐために精製した動物性油脂を顔に塗るほどです。

　チベット族の服装は、チベット高原の農民と牧畜民の生活と文化の生んだ、独特なものです。地域によってわずかの違いはありますが、デザインは大同小異で、基本的には、中に長袖の短いシャツを着て、その上に大きくたっぷりした長袍（蔵袍という）を着ます。そして帯をしめ、軟らかい長靴をはきます。このうち、最も特色があるのは長袍です。蔵袍はずんどう形で、男性のはたつぶりして大きく、袖つきです。女性のはやや細く、袖があるのと、袖なしのがあります。袖つきの蔵袍の袖の長さは膝下まであり、泡は足まで届きます。袖を着るときはベルトをしめ、右腕を外に出し、懐中の空間に、「ツァンバ」（ハダカ麦で作った主食）やバターを入れた碗、はては子供まで中に入れることができます。働く時は、両腕を出し、両袖を腰に巻きます。休むときは、全身を長袍で包みこんだようにして寝ます。長い袖は枕にでき、まるで寝袋のようです。こうして自由に脱いだり、重ねたりできる多目的な衣服は、高地の遊牧民にとってまことに実用的なものです。衣服の材料と装飾には、地域によっていくらかの違いがあります。遊牧地帯では、男女とも羊の皮そのままで作った長袍を着ます。服に凝る人は、慶事の際には子羊の皮の裏に用い、毛織物や編やどんすを表地にした長袖を着ますが、その襟のふちや袖口を、上質の毛皮または赤、緑、黄、青などブールかわうその色のプールー（厚い毛織物）、あるいは、川獺、豹の皮などで飾り付けます。農業地帯では、衣服はかなり薄いです。綿布、ブールーまたは絹、どんすを使い、あわせにしたり、または、薄い綿を入れたりします。チベット地区の女性は、長袖の短いブラウスに、袖なしの長袖を着て、腰に色鮮やかなエプロン（チベット語ハンタンで邦単と呼ぶ）をしめます。山岳地帯の女性のエプロンは長くてゥ美しいです。改革を経た現在のチベット女性の衣服は、より細身になり、色調も落ち着いたものとなりました。エプロンは短いながらも色の調和に配慮しています。

　昔のチベット族の男女はにな弁髪をしたものです。女性は弁髪に色糸を編む入れ、頭上で巻きつけます。男性は弁髪を一本にするか、または髪が頭を覆う程度に短く切る。遊牧地帯の女性は、頭上にたくさんの編みさげを作ります。チベット族の女性は頭飾りに特別の注意をはらい、銀幣、琥珀、珠玉などをさまざまに組み合わせます。

　チベットの女性は、いつもイヤリング、首飾り、胸飾り、腕輪などさまざまな装飾品を身に付けるが、みな貴重な珊瑚、めのう、トルコ石、金、象牙などをはめこんであり、地区によっておのおのの特徴を持っています。いまは、チベット族の服飾もいま大きな変化の時期を迎えています。一部の伝統的民族服飾工芸は大きく発展したが、現代の生活にそぐわないと工芸や複雑な服装に改良されつつあります。

チベット族の結婚：

　昔のチベットでは、いつ結婚する、誰と結婚するかは親が決めるんです。特に女性は結婚相手はどんな顔の人か、身長いくつかなどについて、知る権利もないんです。今は自由恋愛して、結婚できるようになったが、結婚の習慣や方法などはやはり昔のままに従わないといけないそうです。現在チベット人結婚のマナーについて、次のように述べます。

求婚：

　求婚の前に、まずお坊さんに結婚する二人が会うかどうかを占いしてもらい、合うなら、正式な求婚として、ハダー（白い布製のスカーフ）を女性の家族に渡す。

　

婚約結び：

　結婚することは男女両方の家庭が同意するなら、婚約を結びます。まず、文才がある学者に頼んで、婚約書を書いてもらう。婚約書は詩歌で書き、内容は主に夫婦二人の共同生活（喧嘩しない、敬愛しあい、両親に親孝行する）のマナーや財産などについてです。婚約書完成したら、吉祥日に選び、正式に婚約を結びます。

　正式婚約結び日になると、男性親から女性の家族全員にハダーを１枚ずつあげ、さらに女性の両親には哺乳代（ほにゅうだい）「女性の生まれ育ち費用」も渡します。また、この日の食事費用などは全部男性の家庭が負担します。食事する前に、男性の親は女性の両親に前掛けを１枚を渡すことも要求されています。理由は女性が生まれから大人になるまで、数え切れないほどの前掛けを使ったので、１枚で親の生まれ育ち恩を返すそうです。最後に両方の家庭の家族全員かそろってから、婚約書を朗読され、印鑑が押された後、正式に婚約を結んだことになります。その後は両方の親戚の盛大交歓会が行われます。

　面白いことですが、婚約結びの日に、結婚する男女二人とも出席しないんで、すべてのことは親と親戚に任せるのです。

　

結婚：

　結婚する前の日の、男性は女性が結婚日に着る宝石装身具（ほうせきそうしんぐ）

などを女性の家庭に届けます。

　結婚日になると、男性親戚中の地位高い人が選ばれ、親戚たちを率いて、お嫁さんを迎えにいきます。その時、まず、お嫁さん乗りの馬を一匹用意しないといけないんです。馬は必ず妊娠した馬であり、それに綺麗に飾っている馬でないといけないんです。花嫁さんと合ってから、まず男性が用意した鏃（やじり）を女性の背中に付けます、それは女性の既に男性家族一員になったという意味です。その後男性普段使っていた山珊瑚を女性の頭に飾ります、山珊瑚は「霊魂玉」とも言います。その意味は男性は既に自分の魂までも女性に預けています。

　花嫁さんを迎え、男性の家に戻る途中、男性の家族は花嫁さんを迎える親戚たちに３次お酒を飲ませます、そして移動中は親戚たちは楽しい歌を歌いますが、花嫁さんが泣かないといけないそうです。また、もし、家に戻る途中、水とか薪などを背負う人に出会ったら、吉祥のことですが、病人やごみ拾い人と出会ったら、良くないことだと思われます。

　花嫁さんが男性の家についてから、盛大な観迎式が行われた後、部屋に送られます、その後、三日間の間ずっとその部屋に居ます。男性と親戚が三日間連続して、一緒に食事したり、歌ったりして、結婚の喜びを楽しみます。

　

チベット族の五体投地：

　チベット、青海、雲南省のシャングリラ、四川省の九寨溝などでは五体投地礼するチベット人の姿がよく見られます。

　２人グループ、３人グループ、５人グループの単位で、宗教への強い信仰心の支えて、苦労を問わずに一歩一歩五体投地しながら、長い間をかけて、ラサやカイラスやあるいは現地有名お寺などに行きます。

　一般ではグループの参拝者なら、１人が専門で皆の衣装や食事や宿泊などを手配する、その人は絶対にほかの人の替わりに五体投地にしません。ほかの人の絶対怠けません。疲れた時やバスを避けるときに、必ず石とかで止まったところに標紙を付けます。

　

五体投地の発祥：

　五体投地の発祥について、色々言い方ありますが、最も普及している仮説が漢民族からの習慣だという。

　殷商（いんしょう）時代から、漢民族が地位の高い人に跪いて、物事を話す習慣が出てきてたのです。

　その習慣はずーと孫文先生が起こした辛亥革命成功まで続いてきました。まず昔から、チベットと漢民族の政治、文化、経済の交流が盛んに行われているので、漢民族の跪いて（ひざまずいて）礼を言う習慣もチベットに伝わり、チベット仏徒参拝方法にされたのでしょう。

チベット族日常マナー

　チベット族は日常マナーを非常に重視しています。出会う人には、相手の身分により、それぞれ違う挨拶の仕方がある増す。先輩又は地位高い人に出合ったら、帽子を外し、腰を４５度前後下げて、挨拶します。普通の人なら、頭を少し下げます、帽子を外し、胸辺りに持てば結構です。

　

ハダーを捧げる：

　お客様に熱烈な歓迎と真心の敬意を表すとくは、よくハダーを渡します。ハダーはチベット語で、スカーフですが、生地は色々です。普通はナイロンでできたもので、シルクのハダーは一番高級です。色は白色がほとんどですが、藍色と薄い黄色もあります。長さは１．５ｍ－２ｍ、幅は２０センチ前後。色として、一番高級なのは、藍色、黄色、黄色、緑色、紅色の五色のハダーです。通常は最高最盛大なお儀式、例えば法要（ほうよう）大会やお祭りとか使われます。

基础篇下

神仙池（しんせんち）

　神仙池はチベット語で、仙女（せんにょう）の浴びる所という意味です。四川省の西北部にあって、九寨溝より４０キロぐらい離れています。総面積は３０万ヘクタールで、三つの部分を分かれています。上部（じょうぶ）は「蓮台映彩（れんだいえいさい）」、中部は「仙女池」、下部は「金流泛波（きんりゅうはんば）」です。

　神仙池は九寨溝、黄龍の景色を揃っていて、観光客にとって、人気がある所になりました。標高は２０００メータ余りで、落差は３００メータぐらいあります。地質学家の話によりますと、神仙池は典型的（てんけいてき）なカルスト地形、カルシウム化スピードは黄龍の１０倍ぐらいで、近代カルシウム化沈殿スピードが世界一で、科学研究価値を持っています。

　神仙池は１２００個余りの彩池があります。植物が多くて、箭竹林（せんちくりん）が広いです。今まで、伐採（ばっさい）したことがないです。パンダ、チベットガゼル、金糸猿などがいて、動物の天国とも呼ばれています。

１、「蓮台彩池」：何十個の彩池で構成されて、段々畑（だんだんばたけ）の形をしています。水位が低いし、水面が静かで、映りが綺麗です。遠い所から見ると、蓮台の形みたいです。

２、「仙女池」：標高は３０３０メートルで。三つの大きな彩池からなっていて、「大湖（だいこ）」、「緑海子（りょくかいし）」、「大海子（だいかいし）」を総称して「仙女池」といいます。彩池の面積は１０ムー余りで、神仙池に最大のポイントです。水の中に倒れた木の幹（みき）が石灰質（せつかいしつ）の沈殿物で厚く覆われ、珊瑚礁（さんごしょう）や瑪瑙（めのう）のように見えまず。

３、「金流はん波」：彩池、カルシウム流れ、滝で構成しています。ここで、石灰質の沈澱物が見えます。周りにあるチベット族の村は独特な少数民族風情を持っていて、観光客にとって、魅力がある所です。

世界文化遺産・青城山

　２００２年世界文化遺産に登録された青城山は成都西北部に位置し、成都から薬６０キロ離れています。山麓（さんろく）の海抜は７２６m、主峰の老宵頂（ろうしょうちょう）海抜は２４３４m、一年中茂っている原始林と城壁のように繋がる連峰から青城山と名づけたのです。人出は少ないから、数多い野生動物、壮美（そうび）な瀑布、聳（そび）え立っている原始林などが青城山の「青城天下幽」の独特な景観を成しました。紀元１４３年、青城山に一人百歳を超えた老人・張陵さんが修行に来ました。張陵がここで昔から伝わってきた「黄老学説（きろうがくせつ）」を研究して、中国の伝統宗教・道教を創建して、地元の人々に広く布教（ふきょう）しました、ここで発祥した道教がやがて中国全土の広がりまして、中国人を今まで深く影響している伝統宗教になりました。

　現在青城山にも沢山の道教お寺が残っています。一番である「上青宮（じょうせいきゅう）」が晋代にできたお寺で、現在のお寺が清同治年代建て直されたのです。歴代の有名人がよく訪れたお寺なので、沢山の文化遺跡を有（ゆう）し、青城山の最も有名な道教お寺観光地になっています。お寺には「天下第五名山」、「青城第一峰」などの石刻、蔣介石（しょうかいせき）親筆（しんぴつ）の「上青宮」の額、千年の歴史を持つ道教経典「道徳経（どうとくきょう）」の木彫り、清代にできた道教始祖・老子の銅像など、数多い文物保存されていまぅ。ほかの代表的な道教お寺は建福宮（けんふくきゅう）、天師洞（てんしどう）、祖師殿（そしてん）と朝陽洞（ちょうようどう）などがあります。建福宮は青城山入り口にあり、唐代にできたお寺で、交通便利なので、現在でも線香の多いお寺です。天師洞は道教始祖・張道陵（ちょうどうりょう）の修行と説法地だそうです、洞窟の入り口には一本巨大な銀杏の木が茂っています。高さは５０m、直系２．２４m、凡そ２０００年以上の歴史を持っている、伝説によると、張道陵が最初植えたそうです。これらのお寺が皆山の形に沿って建造していて、建物の屋根や内部建造などが皆数字の｢三｣を表現しています。全ての建築が｢一から二が生まれ、二から三が生まれ、三から世界万物が生まれる｣の道教の基本考えに基づいて、建立だれたのです。また、建物には精美（せいび）に造った壁画（へきが）や浮き彫りなどが有って道教の｢清静無為（せいせいむい）、健康長寿（けんこうちょうじゅ）｣思想を表しています。特に一番高い峰にある｢上清宮｣の正門入り口の彫刻されてきた｢道教太極図（たいきょくず）｣が道教の｢天人合一、陰陽合一｣の基本哲学観（てつがくかん）を集中的に表現しました。

　青城山で修行してる道士達が長い間、沢山の素晴らしい宗教文化も作りました。代表的のは、火薬製造技術、漢方薬本と道教音楽などです。

　

火薬製造技術：

　道教の考えの一つが｢不老長寿（ふろうちょうじゅ）｣なので、歴代の道教修行者が皆｢不老長寿｣を得られるため、絶えずに色んな長寿薬、丹薬（たんやく）を作り続けています。８世紀半ば、青城山で修行する道士清虚子さんが長寿の丹薬を作る時、偶然に火薬を作りました。これで中国人が欧米人より薬１０００年間も早く火薬の技術を分かりました。

漢方薬本：

　唐太宗時代、道士孫思ビョウさんが漢方薬の材料を探しに青城山に来て、青城山で漢方薬を探し、研究しながら、漢方薬医書の巨作・｢千金方｣を書きました。この本が今でも漢方医者の必読薬本なので、孫思ビョウが｢薬王｣の美称も付けられました。

道教の音楽：

　清王朝の咸豊皇帝時代、道士張孔山さんが都江堰の道教寺・二王廟で長く修行しています。修行の間に琴演奏大好きな彼が都江堰を流れる岷江の水音（みずおと）を長年に聞きまして、その美しい河の流れる音を表現する琴曲・｢流水｣を作りました。この｢流水｣曲が世界の音楽学者に東方音楽の傑出(けっしゅつ)代表と見られ、１９７７年に、アメリカ人がこの曲を｢旅行者２号｣宇宙船中で流して、宇宙の未知生命にこの東方の美しい音楽を聞かせました。

　青城山の観光区は青城前山と青城山後山からなっています。前山は主に道教文化関係の名所旧跡ですが、後山は主に滝や川や緑などからなっている自然景色綺麗な観光地です。

　青城山は亜熱帯季風性気候に属し、年間の平均気温は１５度ぐらい、夏の最高気温は３５度。冬の最低気温はマイナス２度ぐらいです。

牟尼溝（むにこう）

　牟尼溝葉松藩県（しょうはんけん）にあり、成都より３３６キロ離れています。２０年の発展に従って、今、牟尼溝葉世界クラスの風景区になりました。１９９６年に、ユネスコに世界遺産に登録されて、後は｢世界生物圏保護区｣、｢緑色環球２１｣になりました。

　牟尼溝風景区の広さは１６０平方キロで、最高標準高が４０７０メートルで、最低標準高が２８９９メータで、年間平均気温は７℃だそうです。独特な自然風光があるし、民族風情が強く感じられる。

　牟尼というのはチベット族の言葉で、地名で、牟尼と言う村のあたりにあって、牟尼溝と言います。牟尼溝風景区は「扎嘎瀑布」と「二道海｣を分かれています。

扎嘎瀑布：「扎嘎｣というのは白色の意味です。扎嘎瀑布は扎嘎山のふもとにあって、｢中華第一カルシウム化の瀑布｣と呼ばれています。高さは９３メートルで、広さは３５－４０メータで、中国で最高、最大カルシウム化の瀑布です。夏に光のため、虹がよく見え、冬に氷が張って、氷柱（つらら）がぶら下がります。扎嘎瀑布は三階を分かれています。第一階には石灰洞があって、洞内の高さが６メータで、面積が５０平方メータです。鍾乳石（しょうにゅうせき）はあちこちにあって、宝塔や竹の子と欲似ています。瀑布の下に幾重にも段々畑のような池が層を成し、風景の濃淡（のうたん）がはっきりしています。

　二道海：ここにある湖は大体４００個だそうです。国クラスの珍しい動物は８００類余りです。例えば：パンダ、キンシコウなんです。

1、 头道海：二道海に入ってかて、最初見える湖です。周りにメタセコイア、柏などが茂っています。樹齢１００年以上の古木は水の中にあって、根を張って、成長することができます。

2、 白鳥湖：鴨や白鳥がよくここに飛んできて、白鳥湖といいます。また、ほかの野生動物もここに通って、水を飲んだり、遊んだりします。

3、 二道海：風景区の中心部にあって、面積が１．３３万平方メータで、一番大きな湖です。
お茶

　四川はお茶の故郷として百種類のお茶が取れます。四川省のいたるところにはお茶畑が散在し、成都市内に約５０００軒の茶館があります。のんびりしている雰囲気で友たちとお茶を飲みながら、お喋りして、こういう生活は成都人にとって人生の最高の楽しみです。夜茶館は多くの四川劇を観賞するお客さんで賑わっています。国宝の絶技としての変面は一瞬にマスクを数枚も変えさせ、不思議ななぞを与えてくれます。茶館では琴などの中中国風の楽器で演奏した曲も楽しめます

。

　お茶の話を出すと、沢山の知識があると思います。お茶は大きく分けて、どのぐらいの種類がありかご存知ですか？お茶は大きく分ければ六つあります、緑茶、紅茶、白茶、花茶、烏龍茶を禁圧茶です。緑茶の歴史がずいぶん長く、大体発酵させないで作られたものです。西湖の龍井、黄山の毛峰などはこの類の代表的なものです。紅茶はヨーロッパ諸国の輸出され、向こうの人々に好まれて、盛んに飲むようになったのです。白茶は福県省の独特なお茶で夏の飲み物として、名高いです。烏龍茶は歴史が僅か百年ぐらいだけですが、独特な香りを持っているし、また、コレステロールを低下させ、高血圧、心臓病、肥満症などによく効くそうですから、人々に大変喜ばれていますよ、今はもう日本人の一番の好みになっています。禁圧茶は主に粗大な葉っぱと枝で作られ、ほかの緑茶と紅茶の粉と葉っぱの残り物を緊縮したものです。レンが状のものはせん茶と呼ばれ、また、玉の形、茶碗の形、瓶の形にした物少なくないのです。保存やすく、運送にも便利です。

泡茶技巧；

　お茶を満喫するためには、使われている水が大切です。陸羽の茶経によるとみずの品質では泉は上位、川の水は中位、井戸の水が下位だそうです。お湯の温度も同じく大切です。１００度だったら、熱すぎてよくないです。ちょうど、泡が出て８０度ぐらいのお湯が一番いい、あるいはお湯が沸いたらしばらく、冷やしてから、お茶を入れた方がいいと思われますよ。
四川料理

四川料理は中国の有名な料理で広東料理、上海料理、北京料理と一緒に中国の四大料理と呼ばれています。歴史が長い四川料理は割烹（かっぽう）の取材が広く、調理の腕がうまく、味の種類が多様でまた地方風味（ちほうふうみ）が著しい特徴があります。四川料理というと辛いというイメージが出てくるでしょう。百種の料理が百種の味があるという言い方があります。料理の辛い味と痺れる味が特にお客さんの食欲を誘います。何故。この現地の人々が料理に唐辛子（とうがらし）を多く入れるかというとご存知のようにここは四川盆地で、周りは山に囲まれているため、湿度が高いのです。湿度を除くために人々は大昔から唐辛子を食べる習慣があります。それにリューマチスも予防できるし、美容にもよく効くそうです。特に冬に唐辛子を食べると、汗びっしょりになり、体も暖まり、力も出てくるでしょうね。実は辛い味ばかりだと思うと、大間違いですよ。もちろん、辛味（からみ）が四川料理の主な特徴ですが。全ての料理には唐辛子を入れるということでもありません。実は多くの四川料理は辛くもないし、痺れもしませんよ、各地のお客さんはメニューから自分が好きな料理を選べます。代表的な四川料理、宋の時代に有名な文学者である蘇東ばの手作りの東ば肉、清の時代の丁宝禎という人のグオン――ボアージイーデイン、マーポートーフ等。

文殊院

文殊院（もんじゅいん）は仏教寺院の一つです。隋代に初めて造られた時｢信相寺｣と呼ばれましたが｢信相｣というのは元元尼の名字で、当時の蜀王がその風柄（ふうがら）を慕い、彼女の為に寺を建造したものです。

　明代になるとこの寺は戦火によって焼き払われてしまいました。清の康煕３０年(１６９１年)にもとの土台の上に再建され、名を｢文殊院｣と改めました。その後、二回にわたる増築（ぞうちく）を行い、ほぼ今のような規模になりました。

　仏教は後漢の始め頃インドから中国に伝わってきたもので、隋唐の時代に入ると、中国仏教独自の性格がつくられて、宗派（しゅうは）が生じました。月日（つきひ）の経つのに伴い、各宗派からもっと小さい派も生じたのです。そのため中国の寺はいずれも大体同じ配置（はいち）でお釈迦様や菩薩を祀っておりますが、仏教教義（きょうぎ）が同じではありません。文殊院の場合は宗派の一つ｢禅宗（ぜんしゅう）｣関係の寺です。禅宗の寺として一番有名なは河南省にある｢少林寺｣です。少林寺は中国武術（ぶじゅつ）聖地として名高い所で、禅宗の元祖（がんそ）でもあります。

　寺も山門の向き合いに８mほどの高い｢品｣型をしている壁があります。中国古代の建築構造では対称性を求めているため、山門に対応し造ったのです。また仏教の｢仏門空閣｣という意味もあります。とくに中央に書いてある｢文殊院｣の三つの字には金ばくを貼り、目を奪うほど綺麗です、寺の門を山門といいますのは普通寺院の大部分が山や森など静寂（せいじゃく）な所に位置しているからです。文殊院の主な建築物は山門を始めとする中軸（ちゅうじく）に立ち並ぶ五重の殿堂（でんどう）と、さらにそれに沿って建てられた東西に二つの細長い棟（むね）があります。

　山門に入りまず目にするのは天王殿で、四天王が両側に、弥勒物が中央にあります。インドの仏教思想によると地球は四つの部分から成り立ち、それぞれを支配するのは四天王です。四天王が持っているのは魔法（まほう）の武器で、足下に踏みつけているのは各種類の邪鬼（じゃき）です。中国仏教ではそれに加え、四天王はそれぞれ｢風、調、雨、順｣に喩え、気候が順調との意味になりました。つまり、｢五穀豊穣（ごこくほうじょう）、天下平和（てんかへいわ）｣ということです。四天王の塑像は普通は立像（りつぞう）ですが、文殊院のは座っているカラー泥塑像（どろそぞう）で、中国寺院では珍しいものといわれております。

　四天王像の手前に二体の金剛があります。｢金剛｣とは寺の護り役をし仏身で、元来は一体でしたが、対称性に気を遣う中国建築構造ではもう一体を造り。現在の二体となったのです。

　中央にあって、体格（たいかく）がよくいつもにこにこしていらっしゃるのは弥勒仏です。弥勒仏はすなわち未来の世を救うという未来仏で、本来の意味は｢慈善（じぜん）｣です。ここで弥勒仏はお釈迦様の使いとして人間の奉納物（ほうのうぶつ）を受け取るわけです。人々はここから後殿に行き、菩薩やお釈迦様に線香（せんこう）を供えるのです。弥勒仏の後に｢阿弥陀仏｣の立像があります。左手に小さい蓮台（れんだい）を持っているのは｢阿弥陀仏｣の形で、人間がなくなったら、西方極楽世界へ案内してくれるという意味があるそうです。

　二重の建築物は｢三大士殿｣です。三大士は観音、文殊、普賢など三大菩薩のことで、それぞれ仏法の悲、智、徳行を象徴しているのです。中の文殊院は智、即ち｢知恵｣です。ここでは観音は中央で、文殊と普賢は左と右に位置しています。文殊は獅子の背にある蓮座（れんざ）に座り、宝剣（ほうけん）を持っています。獅子と宝剣はその知恵に象徴となっているそうです。

　中国内には仏教名山が四つありますが、山西省の五台山は文殊菩薩の道場、つまり仏法を修行する場所として、名山の一つとなりました。そして、観音菩薩の道場は浙江省　　　の普陀山、普賢菩薩は四川省の峨眉山です。三大士は皆銅像で、金の光がぴかぴか光っているようで実に壮観そのものです。後の仏　　にある立像は韋駄天（いだてん）です。

　韋駄天はお釈迦様の弟子で、お釈迦様が涅槃（ねはん）なさった後、ある日その仏舎利（ぶっしゃり）が異教徒（いきょうと）に盗まれたことがあります。韋駄天はすぐにその遠い足で追い掛け、仏舎利を取り戻したという手柄（てがら）を立てたので第一の守護神（しゅごしん）と封じ（ふうじ）られました。そのときから韋駄天は寺院、特にお釈迦様を護る存在となりました。韋駄天の像は大雄宝殿（たいゆうほうてん）に面し、ちょうどお釈迦様の像と向かい合っています。手に持っている武器は宝杵（たからきね）と言います。次は大雄宝殿です。

　大雄というのは仏に対する敬称（けいしょう）で、大雄宝殿は寺院の本殿となっています。お釈迦様の銅像は高さ２．６５m、手前に弟子の阿南と迦葉が立っています。阿南と迦葉はお釈迦様の最初の弟子の二人で、どんな困難にあってもあきらめずにずっと我慢ができたので、お釈迦様の従者（じゅうしゃ）として一緒に出てくるのです。お釈迦様の真上（まうえ）の天井は彫刻され、中に凹み（へこみ）があります。これは中国古代建築技術では葉井といいまして、普通の場所にはなく、皇宮にある皇帝の宝座（ほうざ）と寺院の仏像の真上にだけあるものです。彫刻した模様が色様々な絵画です、東西両側の　には１８人の羅漢の像があります。

  説宝堂（せつぼうどう）は大雄宝殿に次ぐ重要な場所で、説法や受戒（じゅかい）、授戒（じゅかい）などの儀式を行う場所です。ここには宋代に鋳造（ちゅうぞう）された｢守護神｣という鉄像が十体あります。その鉄像（てつぞう）の造型（ぞうけい）は一つ一つよく調和がとれていて、いきいきとしており、美術的にも素晴らしい価値を持っております。

　蔵経楼（ぞうけいろう）は最後の一重で、正門に｢辰経宝楼｣との額が掛かっており、おびただしい仏教の文物芸術品が大切に保存されています。その内、ビルマの玉仏、菩提樹（ぼだいじゅ）の葉に書かれた経典、宋代の刺繍入りの金剛経、明、清代の絵画、そのほか、鄭板橋や張大千などの著名な書画家の書画もあります。１２、６mの高さの蔵経楼は二階になっており、上の階は経書文物（けいしょぶんぶつ）などの収蔵地（しゅうそうち）で、下の階は文殊院の住職、寛霖法師が国内外から来たお客様との面会所で、仏教に関連する交流活動を行う場所となっているそうです。

　祖堂は南側にあり、文殊院の元祖を祀るところです。名を改めてからの第一代住職、禅宗臨済宗（りんざいしゅう）の第三十三世、慈篤の像も並んでおります。

　茶店の付近に千仏塔（せんぶつとう）があります。この塔は１９９１年に工事が完了した六角形の鉄塔で、１１層あり、２１mの高さです。鉄塔全体には９９９体のレリーフ仏像があり、一階の中央にはお釈迦様の像が一体あり、全部で１０００体になることから千仏塔と名づけられたのです。塔の各層の反り返った（そりかえった）屋根には六匹の亀があり、鈴を吊りしてあります。風が立ったとき鈴の音がすると寺院としての荘厳（しょうごん）な雰囲気とその静かさがさらに感じられます。塔を囲んでいる低い壁が二重にあり、中には花や木などの彫刻が施されております。外側の壁にある西遊記の物語の彫刻が面白く目につきます。三蔵法師の頭蓋骨（ずがいこつ）が文殊院に収蔵されているからでしょうか。題名（だいめい）が書いてありますが非常に生き生きしておりますから、題名を見なくても内容が良く分かります。線香台がお釈迦様に面しており、いくつか座布団(ざぶとん)が用意されておりますから、線香を供えるに来る人々は後を絶たないようです。

足ツボマッサージ

  皆さん、大変お疲れ様でした。今日一日あついてきて、足が痛くなったでしょう。これから、九寨溝のチベット式の足つぼマッサージをご案内させていただきます。ご存じのように、足つぼマッサージの起源地は中国で、体の疲れとか、足の痛みとかがあって、足の裏のつぼをマッサージすることを通して、血液の循環をさせて肝臓の機能を調節し、疲れをすっかり解消でき、元気に戻れます、九寨溝のチベット式の足つぼマッサージは中国ほかのところと大体同じですが、その足つぼマッサージに使うお湯はほかのところとは違います。それはチベットの漢方薬のことです。チベットの漢方薬は全部3000メートル以上の山で採ったもので、またチベット族の人が心をこめて調合済みの薬はとても利くと言われています。今までも、チベット族の蔵医学がいろんな難病を突破したことがあります。
　今は現地チベット族の人はチベットの漢方薬を足つぼマッサージに導入して人気高いですね。もし、皆さんも体験したいなら、私がご案内します。その場所もホテルの近所にあります。時間は一時間ぐらいで夜の12時までやっています。予約が必要です。今は旅行のシーズンですから、予約しないと席がなかなか取れないので、希望者がいらっしゃいましたら早めにわたしにおっしゃってください。料金が一人当たり日本円で三千円になります。日本よりずっと安いです。皆さん、いかがでしょうか。明日の黄龍のために、みんなで行きましょうか？

提高篇

海螺溝
海螺溝(かいらこう）氷河森林公園は四川省甘孜(かんし)チベット族自治州にあり、ミニヤコンガ山(｢蜀山之王｣と褒められている四川省内の最高峰、海抜7556Ｍ)の東の坂に位置している。公園内にある特有な低海抜海洋性氷河、変化に富んだ峰、茂った原始林、何か所の高山温泉、及びチベット族とい族の少数な風俗などは見逃せないポイントである。
海螺溝は全長30.7キロ、面積約200平方キロである。大渡河から主峰までの間に海抜落差が6400メートルに達していて、六つのそれぞれ特徴が有る気候帯を形成した。溝内には71筋の現代氷河がある。その中に海螺溝氷河は全長14.7キロ、面積約16平方キロ、アジアでは規模が一番大きくて、海抜が一番低くて、進入性が一番強い氷河である。たとえば、海螺溝一号アイスフェール(氷瀑)落差1080Ｍ、幅1100Ｍであり、海抜3200Ｍの展望台から見られ、その雄大で素晴らしさを実感できる。
溝中の茂った原始林は面積が70平方キロであり、植物と動物の種類が非常に多くて中国では古生物物種が最も多い地区の一つである。
その他、人を喜ばせるには原始林に隠れている高山温泉なのである。こちらの温泉は一日も絶えず流れていて、出水口の温度は92℃に及んでいる。科学分析によって、この泉が炭素水素ナトリウム型中性医療熱温泉で、飲むことも入浴することもできて、それにいろいろな病気に効くということは認められている。今、2号キャンプでは数多くの露天温泉池と面積200平方メートルの露天プールが建てられました。とても雰囲気がよいところである。1982年日本山岳協会の松田隊員がミニヤコンガ山頂上アタックを試みたが7500Ｍ付近遭難、18日後、2850Ｍ付近で半死状態で村人に救助され、奇跡の生還を遂げたことも海螺溝の有名な話である。
海螺溝は四川省の西南にあり、成都から約340キロで、バスで7時間ぐらいかかります。｢ゴンガ｣という山はチベット語白氷雪という意味で、一年中氷雪に鎖りされています。一番高い峰の海抜は7556メートルで、四川省の最高です。蜀山の王をとしてゴンガ山は人々の心を引きつけてきました。海螺溝はゴンガの麓に位置します。氷川でも海螺溝の夏の表面平均温度は25度もあります。雄大な氷川や木々のこんもりと茂る原始林や新鮮な空気や静かな境などが観光客にうっとりさせて無我の境になります。
ゴンガ山の地域は氷川ガ71カ所もあります。海螺溝がゴンガ山に一番大きい氷川で、総長は30.7キロで、原始林まで6キロ延びていて、うっそうたる原始林を通って竜のように飛んでいます。それで、緑の氷川と称えられました。当然、海螺溝の入っていくのはとても容易です。下隆は海抜最低の一つの氷川です。ここの氷川は姿がさまざまな奇怪で、違った形状の氷のものが人に考えさせます。竹の子のようか、塔のようか、人のようか、獣のようか、結局、なんだか、上帝だけが知っていましょう。毎年の3月から10月まで氷川を観賞するのはいいシーズンです。
海螺溝は三つの特色を持っています。一つは海螺溝は麓に位置し、氷雪をいただくずば抜けて垂直に立つゴンガ山を望みおりて、気勢のみなげっている氷川を見て、一種の世間をあっと言わせる神韻は貴方をして、思わず、知らず匍匐を跪かせて、胸を大地を接近し、霊魂が空と融け合っています。夕日が氷雪を頂いた山に照って光がきらきらと輝いて、景観が壮麗で変化に満ちています。
もう一つは世界で多くの氷川が高い海抜のところにあって、海螺溝では低い海抜の氷川が高い峰谷流れ降りることができます。大氷滝は高さ1080メートル、幅1100メートル、貴州の黄果樹(きかじゅ)滝と比べると10倍ぐらい大きいです。この巨大な氷滝は氷の物で個体になった防壁のようです。この氷滝が滑ると、崩れになって、壮観この上もない自然景観を見るのはとても幸せなことです。これを一見すると忘れることができません。
第三はこのような氷雪の世界に不思議なのは沸泉もあり、水温は90氏度に達して、世界の奇観と称えばれています。海螺溝の気温は低下ですが、幸い、温泉に入る事がせきます。
ここの温泉は珍しい天然鉱物を含んで健康に有益ですよ。
雪山、氷川、森林、湖泊に海螺溝は動植物の資源が豊富で、つつじ、百合、シクラメン、木欄、箭欄、ハ角蓮、雪の欄などがあります。特に康定木欄は冬の最中に蕾が出て、3月に花が咲き、この花が溝内に薫り、人に心が伸びとして愉快です。海螺溝のつつじもとても有名で、つつじの品種が68種もあり、毎年の5月つつじが咲き乱れてここはつつじの世界になっています。海螺溝原始林の動物が様々種類があり、猿や熊や雉や鷹や山椒魚や野猪などがあります。春になると、花が山野に満ちあふれていてさき、ある名のは知らない名のは皆さんの来訪を歓迎します。秋は紅葉で、冬の雪は山脈を覆っていて……
季節にもかかわらず、海螺溝は独特の人に迷わせる魅力を発散しています。美景が数えられなくで皆様をまっていて……
大足石刻
これから、大足石刻のことについて、簡単にご案内いたします。“大足”は重慶市から１１０キロ離れていますが、バスで約２時間にかかります。この町は重慶に属して、一つ県の町となって、総面積は１４００平方キロで、人口１１０万人あります。最近、中国西南地方の新しい観光地として、良く知られています。特に、１９９９年１２月１日は世界遺産に指定されました。実は、交通不便の原因で、１９４５年まで世の中に知られていませんでした。８０年代から、大足は観光地として開放されました。
“大足”名前の由来について、二つの言い方があります。一つは、この辺は豊かの所で、皆幸せの生活を送って、満足しています。豊かで満足、そういう意味から“大足”、すなわち“大満足”名付けるられました；もう一つは、仏教に関係があります。話によりますと、お釈迦様は涅槃したとき、自分の弟子達となかなか分かれられなく、じっと立ちまして、大きな足跡を残しました。ですから、“大足”と名付けました。
“大足”石刻は合わせて五万台ありますが、２８カ所に点在しています。主に、宝頂山、北山、南山、石篆山、石門山5カ所に集中していますが。一番良く保存されているのは、密教の道場として作られた宝頂です。
宝頂山は西暦１１７９－１２５２年、約７３年をかけて、大足地元出身の趙智鳳より、作られた石刻です。宝頂山石刻は全部で１万５千台仏像ありますが、中国宋代の石刻として最もすばらしいものです。他四大石刻と比べまして、主に５の特徴があると思います。
１．仏教だけではなくて、儒教、道教から教えも入っていますので、宝頂山では３の宗教をうまく融合しています。
２．宝頂山石刻は摩崖仏像を主として作られています、中国他の四大石刻は洞窟の中に仏像が彫られています。
３．宝頂山は各石刻内容のつながりがあり、趙智鳳によって、主催して作られものです。
４．宝頂山石刻は宋の時代の特徴を反映して、仏像の服装も人間性を表しています。
５．石刻建築には、排水、採光などの問題を解決には、科学的な工夫もしました。
宝頂山：
只今皆様の真面目には“宝頂山”という立派な三文字が見えますが、これは清の時代に、大足県の知事の王徳嘉が書いたものです。凹んだ所には約100キロお米が詰めることができるそうです。宝頂という地名は、日本語の発音からは地元の一つ名物包丁と同じ聞こえますが、仏教では仏、法、僧を3の宝物としていますが、ここは仏教の聖地という意味で、宝の文字に頂の文字を付けて、宝頂山と呼ぶようになりました。その中で、一番集中的で、優れている場所はこの大仏湾という所です。大仏湾石刻は密教の道場として作られまして、全体は英語のUの形になっています。
再建宝頂山石刻碑という碑文からここの彫刻者、出催者、年代などが分かります。
園覚洞
園覚洞は大足石刻の中でも、技術水準がもっと高く、もっと良く保存された宝物です。園覚洞は園覚道場という意味で、密教では１２の菩薩の修業中に出てきた疑問、難題などに対して、仏教が真理を教え、道を導き修業を円満に完成させる所です。
園覚というと、三つの内容が含まれています。一つは“自覚”自分が悟ること。二つ“覚他”他人を悟らせること。三つ“園覚”つまり、修業の円満、質的な上達を得て、より上階段までを上昇する事です。
そういう仏教の高いレベルの道場だが、道場の入り口の所には長さ7メートルの巨大な獅子が彫られています。理由は二つががります。一つは中国の典型的なお金持ちの住宅の玄関の前によくある獅子と同じく、お守りになります。二つは仏教の教えの声が獅子の声と同じく、勇ましく心を打たれる象徴の意味もあるそうです。
入り口から入ると、明るい環境からやや暗い場所へ急転換は印象的でした。目に与える影響と言ったら、周りが最初の真っ黒の感じから少しずつ明るく持っていきます。設計者がその変化をうまく利用して、園覚道場での修業の少しずつ明るくなってゆき、結局“園覚”の境に到達することを喩えしています。入り口の所から真正面の三生仏までかなり距離があります。それも修業の道が長い苦労であることを指しています。
道場は洞窟ですが夏の時、ここは外より４－５度ぐりい気温が低く、また冬の時外より暖かいです。まるで自然のクーラーのようです。
洞窟の中は少し暗いですが、入り口上にはちゃんと採光用の窓口が開いています。お日様の出ているとき、日差しが窓口から入ってきて、まるでステージ用のハンドルライトみたいに三生仏の前に跪いていている教えを聞いている菩薩の背中を指しています。その光も仏教の光を喩えしています。
真正面には過去、現在、、未来の三生の仏様があり、その両側にはそれぞれ6人の菩薩が置かれています。菩薩様はもうある程度修業のできている存在ですが、それでも疑問、難題があり、ですから変わりの番で、三生仏の前で跪いて教えを聞いています。
この園覚洞の設計には、もう一つは素晴らしい所がありますが、それは排水を科学的に工夫したことです。左側の奥から２人目と３人目の菩薩の間に鉢を持っていますが、その菩薩の手は実は二つ洞の排水管となっています。雨が降ると、上の雨がその排水管を経由して、外へ流れていきます。内にいる人は流れる水の音が聞こえていますが、そのものが見えないのです。
この洞窟は石を深く掘りって、作られたのです。両側の台の部分がまるで木造りのように見えますが、実際は石造りです。菩薩の顔もそれぞれ違いまして、すごく穏やかな表情を見せてくれます。服装の彫刻も華やか見事で、袈裟も飛ばされているように見えます。石刻技術の傑作と認められています。
牧牛図
今の塑像は牛を放牧する場面です。全部で牛９匹、人９人あります。仏教では常に牛を人の心を喩えています。牛はとても頑固で、放牧するのはなかなか簡単ではない、そういう意味を借りて、人間の心はまるで牛のようなもので，調整しなければ行けないのです。
はじめにまた放牧していない牛は山から虎を見て、とても驚きました。放牧する人は一生懸命縄を引っ張っても、引っ張れないです。長い間の放牧で、牛はおとなしくなってきました。ここ二人の放牧人は肩並べて、笑い話をしています。牛は耳を立てて、静かに彼らの話を聞いています。でも、その縄はまだ握っています。まだ時間を経つと、放牧人は静かなところに座って、笛を吹いています。牛の鼻に縄を握られなくても大丈夫です。長い時間の修行を経て、すべての悩みをなくし、高い悟りの境地に達して、最後仏になれるのです。
この塑像群は修業の道が長い苦労であることを話しています。
護法神（守護神）：
　もともと宝頂山の観光はここから始まっています。上に当時の入り口も残っています。もし今現在でもここからスタートしてみると、まず目に入ってきたのは見た目が怖い８人の仏像が刻まれています。この８人は実はこの道場を守っている神様で守護神です。８人の表情がそれぞれ違いますが全部怖い顔つきです。人々に与えた怖さと勇ましさは誰でもこの道場に来ましたら静かにしなければ行けません。下に鼠とか猿が彫刻されていますが、実は十二支で、時間を表しています。時間を表しています。つまり守護神は２４時間もこの道場を守っている意味です。
六道輪廻図：
今皆様がご覧になっているのは、過去、現在と未来が、無常に変わっていること表す無常大鬼です。彼が持っているこの輪は私達が生きているこの社会を表しています。真中の人の心から出てした六つの光によって、この輪は六つの部分に分けられています。内側から二番目の六つの部分はいわゆる六道です。
六道とはこの世の中に生きているものがそれぞれの業によって、そこに行って住む事になるという六つ世界です。六道でも上三道下三道があります。まず、内側二番目の上の三つの部分をご覧になってください。霧が漂っている綺麗な宮殿が刻まれていますが、これ三つは天道即ち極楽世界（天国）を表しています。そして、左は戦争の神様せ阿修羅です。右に人間がいて人間世界を現しています。この三つの部分は上三道です。もし、一生で悪いことをせず、いいことばかりやりますと、死んだ後は上三道に入ることできるそうです。
内側から二番目の下へ見ていますと、真中に鬼がいて地獄を表しています。左に動物がいて畜生の意味です。右に頭が大きいけど、喉が細い餓鬼のことです。この三つの部分は下三道です。もし、悪いことをしましたら、この下三道に落ち込んでしまいます。世の中のすべてのものは、この輪が動く同時に、生まれ変わります。ただしそれぞれの業によって行く所が違うだけです。一言で言えば、仏教の教えで、因果応報ということを教えます。
六道とは天上界、阿修羅界、人界、畜生界、餓鬼界、地獄界。
華厳三聖
今、皆様ご覧になっている三つの巨大な仏教は、華厳三聖と言われています。大仏湾にただ一つの地面から天井までの立像です。丸彫で立体感がとても強いです。三聖像の高さは７メートルです。人間の体と比べますと、かなり高いと感じますので、自然に心から仏のことを尊敬する気持ちになるでしょう。
真ん中には、如来仏があり、両側文殊と普賢が並ぶ、密教の教義で、文殊は右、普賢は左ですけど、これは普通と逆ですね。後の幅は１６メートルの崖壁には千仏を刻んでいます。
ここから見ると、ちょうど私達の目と合わせることができます。これは仏像が前に１５度ぐらい傾斜していますから。また、普賢の手は１－２メートル前に伸びて、４００キロの石塔を載せていますが、８００年経た今でも、落ちたこともない、折ったこともない。これは巧妙に支えとしているの物がありますから。仏教の袈裟がその支えになるわけです。袈裟の袖を肩から地面に垂れています。力学（りきがく）では、塔の重さが袈裟に支えられ、一部分の重さが地面に分担（ぶんたん）されているのです。

千手観音：

　これは中国最大の千手観音像です。全称は千手観音です。密教の中では千手は菩薩の力が無限で、千眼が知恵無限という意味です。千というのは多いことです。普通の千手観音の千手観音の仏像は手が１０本以上あれば千手観音と言えます。手の姿勢は多種多様で本物のようです。

　千手観音菩薩に関する伝説があります。千手観音菩薩の前身は「妙荘王（みょうしょうおう）」の三番目の娘、妙善（みょうぜん）だそうです。お父さんはおかしい病気になりました。医者の話によると、一本手と一つ目で薬を作る必要があるそうで、妙善は自分の手と目一つずつで薬を作ってお父さんに上げました。お父さんはその薬を飲んだ後病気はすぐに治りました、お釈迦様は彼女の親孝行に感動して、千手と千眼を返したそうです。これは千手観音の由来です。

涅槃像：

　今の涅槃像は中国で一番大きいな上半身の涅槃像です。長さは３１メートルで、これはお釈迦様が涅槃する場面です。話によりますと。お釈迦様は沙羅双樹（さらそうじゅ）の下で涅槃したそうです。弟子達はお釈迦様の最後の説法（せっぽう）を聞きにやってきました。真ん中のテーブルに果物などを供えています。その上にはお釈迦様の家族（真ん中はマヤ夫人、左奥さん、右叔母さん）は天国で迎えている様子です。その下は一人中国皇帝の格好している像が見えますが、伝説によりますと、８か国の人はお釈迦様の舎利をもらいにきたそうです。その像は８か国の王様の代表です。今ここは中国ですから、中国皇帝の格好にしましたのです。ここで方向を説明しますとお釈迦様の背中は東、足は南、胸は西、頭は北です。この方向は仏教の中書いてあるお釈迦様が涅槃する方向と一致しています。地面には一本の川があります、川のこちらは人間世界を表し、向こうは極楽世界を表します。

九龍浴太子図（きゅうりゅうよくたいしず）：

　太子が９匹の龍の口から突き出される水を欲日（よくび）ています。これはお釈迦様が生まれた時の伝説に基づいています。但しインドでは龍ではなく蛇です。ある日、お釈迦様のお母さんは一頭白い像が自分のお腹に入ったという夢を見た後妊娠しました。当時のインド習慣では子供を産むのは実家に帰るのでした。マヤ夫人が実家に帰る途中花園に入り、手をあげて木の枝に咲いた花を取ろうとした時お釈迦様がマヤ夫人の脇から生まれてきたと言われています。生まれてすぐに立ったり、走ったりすることができたそうです。指で天地を指しながら、「天上地下、唯我独尊（ゆいがどくそん）」と言いました。すると空から９匹の龍が飛んできて、口から水とお湯を突き出し、お釈迦様の体を洗ったそうです、設計者が巧みにこの伝説を再現しています。また、龍の口は排水口の役割を果たしています。雨が降ると雨水はここを経由して、彫刻の下の水道に誘導され、彫刻の風化を防いでいます。この事から彼らが非常に高い技術を持っていたと言う事が言えます。

孔雀明王図（くじゃくみょうおうず）：

　孔雀明王の全称は大仏母孔雀明王菩薩です。仏母は仏法のシンボルで孔雀明王像密教の中で最も重要な本尊（ほんそん）です。孔雀明王の由来には一つの伝説があります。昔、インドに　阿修羅という残慮（ざんりょ）国王がいて無益（むえき）な戦いばかりをしていました。一度戦争で命を落としたものの伽葉仏（とぎはぶつ）に救われ、この世に戻りました。しかし、戦争の残酷さを悟り仏教の思想が広げることに努めました。孔雀明王が蛇、猛獣（もうじゅう）、災いなどを追い払い、私達の願いを叶えてくれるので、インドでは非常に尊敬されています。この目の前の孔雀明王が羽を広げたつ孔雀の背に座っている姿は悠々として、まるで雲に乗っているようです。残念な事に、孔雀の口の部分は風化してしまっています。

父母恩重経変像（ふぼおんじゅうきょうへんぞう）：

　この彫刻は宝頂山の中に仏教と中国の伝統的な思想に巧みに結び付けて、人間生活と習慣溢れる父母が子育てる家庭と論理道徳（ろんりどうとく）の重要な遺像群（いぞうぐん）————父母恩重経変像です。仏教は輪廻転生（てんせい）を宣伝して、親子は今生と来世（らいせ）お互いに転換するので、親孝行しなくてもかまわないと主張した。それは中国の伝統思想の親孝行観念とまったく違うので、仏教は中国に伝わってきた時道教と儒教に抵抗と反対されたのです。しかし、中国の統治者が仏教を利用するために、結局仏教思想は道教思想と儒教思想に合わせるように、融合されたのです。目の前の彫刻が改造された石刻とも言えるでしょう。

　父母恩重経変像は三階段に分けられて、高さ７メートル、幅１４メートルあります。上の一段では７体の仏像が私達に親の苦労を語って、誰でも親孝行をしなければ成らないと導いています。もちろん親孝行するのは子供が無ければできないわけです。中国の伝統思想では子供が多ければ多いほど幸せが多いという諺があり、それにしたがって、真ん中の段には結婚したばかりの新婚さんが線香を持って、如来仏に向かい、子供ができることを願っています。右側は

妊娠の恩です。世の中に母親の妊娠がなければ子供が出来ない。これこそ子供へのご縁です。右側は出産の恩です。妊娠が１０ヶ月ほど赤ちゃんを出産する場面が彫られている。母親はお腹を手で触って痛くてたまらないけれども、我慢している。現実の社会では夫婦喧嘩がよくあるけれども、もし子供がいるならば喧嘩の悩みがすぐなくなるかもしれない、だから、子供が夫婦の愛の繋がりとよく言われている。この場面の男性が女性の手を触っていることは現代社会では対したものではないですが、８００年前の社会にとっては非常に珍しいです。

　右側の図面は母親は夜中の子供の寝小便（ねしょうべん）を世話する彫刻場面です。母親は子供の濡れてたところと自分の暖かく乾いているところをチェンジした。昔は紙オムツがなかったので、今の若い母親が非常に幸せでしょう。次は洗濯の恩です。冬の冷たい水に手で洗濯している奥さんは主人の懐に抱いた子供に向いて笑いながら洗濯しています。いくら苦労でも子供を育てるために両親が文句無しに一生懸命に頑張っている。一番右手の奥には見送りの恩です。子供は両親から育てられて、大人に成ってからスーツーケース、リュックサックなどを持って出稼（でか）せぎに行く際に両親は名残惜しく見送りの場面です。母親はやはり話の限りがないようですが、旦那さんはもう我慢できなくていいでしょうと勧めたけれども、奥さんが分かっている、うちの子供は初めて遠く行くから、心配しているよと答えた。左側では哺乳（ほにゅう）の恩です、目の前子供は今農村地方の子供と同じように尻だしズボンを穿いている。下側には母親として自分の骨まで折っても子供のお腹が空いてはいけないと書いていた。これは恩返しがでかない母親の哺乳の恩じゃないでしょうか。左手の次は、子供は大人に成って結婚になることですが、結婚式には披露宴のために、たくさんの鶏、豚などを殺したことは、仏教には動物殺しては、亡くしたら地獄に落ちるわけです。そのいかんにもかかわらず、そういうことよく知っている両親は子供の幸せのため、地獄まで落ちてもかまわないと考えている。一番左の奥は、親孝行の最高の境です。親の意思によって、行動するのは親への最高の恩返しです。

大方便仏報恩経変相：

　先ほど、ご案内した通りに、もとの仏教教義は親孝行を提唱（ていしょう）していなかった。中国に伝わってきてから、中国の伝統思想と融合になって親孝行にも賛成するようになった。それに証拠として、いろんなお釈迦様も親孝行している物語を作った。弟子のアケンさんは旅行中に一人の男子が両親を担ぎながら乞食（こじき）していることを見た。その男子は三つのお餅をもらったが、両親に一つずつ食べさせて、自分もお腹が空いたが、残りの一つを腰に差し入れて親のお腹がまた空いた時に食べさせることにした。これを見かけたインドのポロモン教の人達はアケンを非難した。普通の人間でもこんなに親孝行しているのに、お前の先生お釈迦様が親も子供も捨てて、自分の理想を追求（ついきゅう）するだけだから、普通の人間とも比べに成らないと言った。このポロモン教の六人の中では、一番上の笛を吹いている女の子は表情が穏やかで、真剣に自分の音楽に酔った姿は美しくて、笛女という名前は地元の一種の有名な白酒のブランドとして使われた。ところで、アケンさんはポロモン教の人達の非難を聞いて、半信半疑にお釈迦様の所に戻って、本当かどうかを尋ねた。そうすると、釈迦ムニは成仏する前に親孝行した例を教えた。

１、こちらは子供を抱いている一人の男と一人の女は一つの国の皇帝と皇后ですが、戦争で自分の国が敗（やぶ）れて、彼らは子供を抱いて砂漠に逃げた時、食べ物がなくなって、皇帝が皇后を殺して食べたいところには、子供は母親を救うために、自分の肉をえぐって両親に食べさせた。誠意があるから、えぐられたところはすぐに直った。そのおかげで、彼らは災難を渡りぬけて、援助をもらった国を奪い返した。この太子はつまりお釈迦様です。

２、右側の一番上にある図面になると、一人の農夫みたいな人オウムに話をかけているように見える。内容は、農夫が一日中野良（のら）仕事して、畑にある玉蜀黍（とうもろこし）を盗んでいる一匹のオウムを捕らえた。なぜ私の食糧を盗むかと聞かれて、病気で倒れた両親への食べ物ですとオウムが答えた。農夫は、そうすると私の畑にある玉蜀黍をいつでも取りに来て下さいと褒めた。このオウムは誰かというと、実はお釈迦様の前身です。彼がオウムの時、親孝行もしていたのです。

３、父親はなくなって、成仏した釈迦様は故郷に帰って、わざわざお父さんの棺おけを担いだ。経典には、釈迦様が父親の棺おけを担いだとき、多くの人々が見送りにやってきたですが、ここで六人だけ彫って、大勢の人が賑わうことを表した。この棺おけも一角しか露出しなくて、洗練（せんれん）、簡潔（かんけつ）な表現手法です。

極楽浄土世界（ごくらくじょうどせかい）：

　この極楽浄土の一番上の三つ仏様はそれぞれ真ん中の阿彌陀仏、左の観音菩薩、右の大勢至菩薩です。いわゆる西方三聖です。上には楼閣に彫られてすべて黄金（おうごん）、瑪瑙、真珠（しんじゅ）などの宝物で作られたのです。楼閣の上には音楽司が生き生きと彫刻されたり、仏教のたくさんの伎楽を中国式の演奏で表している。これは民族文化の深く融合している特徴の一つであります。欄干には沢山の人が掘られた主に三品九生のいろんな人間表現されている。真ん中の一組は上品、左の一組は中品、右の一組は下品である。浄土宗（じょうどしゅう）の教義によって、死に臨んだ人は１０００回南無阿彌陀仏を念仏したら天国へ上がれるそうです。南無阿彌陀仏の意味を言うと「こんにちは」のことだそうです。また、欄干（らんかん）のところに蓮の花が生まれた子供が遊んだり、寝たりしていろんな格好を呈して、極楽浄土に非常に歓楽（かんらく）な雰囲気が満ち溢れている。芸術面からと言うと、この極楽浄土の構造が完璧（かんぺき）で、天国の豊かさを充実に表した。このすぐ下には地獄を彫刻しているが、その目的は悪を処罰（しょばつ）し、善を宣揚（せんよう）するためです。

地獄経変像（じごくきょうへんぞう）：

先ほど皆様極楽浄土をご覧いただきましたが、それは好いことをやった人の行く先です。その反対に悪いことをやった人はどこに行くでしょうか。それはつまりここで表しています。ここの地獄彫刻は中国の保存の一番完備なものであり、中には１８層地獄図を彫刻して、一番上にある像は地蔵菩薩で、地獄に一番偉い仏様で、その道場は中国安徽省の九華山にある。地蔵菩薩は｢地獄から空にならなければ、自分は仏にならない｣と誓いを立てた。第二列目の人達は地獄の審判官で１２台の像があるが、皆閻魔（えんま）大王の変身である。死んだ人は天国へ行くかそれとも地獄に行くかはこの審判官（しんぱんかん）達に裁決（さいけつ）される。裁決方法には二つある。一つは業の秤です。要するに善と悪はどっちが重いかは秤で判断する。それでも理屈のある人は左側の業の鏡で生きている時のやったことの証拠（しょうこ）を提供する。地獄に落ちると、１８種の残酷な刑罰(けいばつ)が待っている。一番右の針山（はりやま）地獄で、二番は油湯げ（あぶらゆげ）地獄、三番は氷地獄、四番は矢に射られ地獄、五番は毒の蛇地獄などです。こちらの鶏を飼っている農家娘も地獄に入るそうです。それはなぜでしょう。というのは鶏を飼う目的が不純で、飼うのは食べるためで、食べたければまず殺さないといけないからです。しかし私達の目から見れば、無実（むじつ）の罪をきせられたと思われるが、この姿から見るとまったく労働者の代表者で、朝早く起きて、籠をあげて鶏を放している。二羽鶏はもう早く出て蚯蚓（みみず）を獲っている。この形象の娘は顔の皮膚が柔らかくて、豊満、微笑み微（かす）かに感じられて、非常に自然で生活の趣が溢れている。この作品は１９８８年中国の四代石刻の代表記念切手に登録されている。右下の彫刻群は酒の戒め図である。お酒を飲んだ人は気が狂っていろいろ変わった行動をしていまうが、その原因はお酒を勧める人にある。だからお酒を勧めた人は地獄に入って、膝を切られる処罰を受けることに成る。

柳本尊（りゅうほんそん）修行図：
　こちらには二組の彫刻群がある。色の鮮やかな部分は柳本尊の修行と説法の説明です。真ん中の金箔を嵌めた像は柳本尊です。彼はこの宝頂山を主催した趙智鳳の祖師です。碑文によって柳本尊は父母より生まれたのではなくて、楽山城外の柳の木の瘤（こぶ）から飛び出て、木を指差（ゆびさ）して名前を付けたそうです。その後、彼は現地の地方官に育てられ、大人に成った時成都のまわりで仏教の教義を広めるため、いろいろと説法を努力した。この人は人に仏教を信じてくれるためよく自分の体を犠牲した。例を挙げてみると、この像は一つ目を開けて、一つ目を閉じているのは柳本尊の修行中、他人の病気を治すため自分の一つ目をえぐりだして、薬を作ったそうです。彼の耳も手も一つずつ切られたのはお釈迦様に苦しく修行のことを真似（まね）した訳です。その左手を切った時は４８回でやっと切り落とした。彼の話では一回は一つの願望（がんぼう）を叶わせるそうです。このことも成都では大騒ぎになり、柳本尊はそのおかげで成都の王様王建に面会（めんかい）して、成都周りの人達も沢山拝（おが）みに来たり、勉強にきたから、柳本尊の影響はどんどん拡大したのです。ここではその英雄行動は精神的に褒めるはずですが、実施はできないね。

王建墓

成都市の西の郊外に「王建墓」があります。王建（おうけん）は元々河南省の人で、880年に黄巣の農民蜂起軍（のうみんほうきぐん）が長安を攻め落としたとき、彼は唐の僖宗皇帝のお伴として四川省に逃れましたが、動乱（どうらん）が平定してからも戻らずに利州（四川省広元県：楊貴妃の故郷）の（地方長官）に任命（にんめい）されました。907年に唐が滅亡後（めつぼうご）、群雄割拠（ぐんゆうかっきょ）の乱世に王建が成都で皇帝となり、前蜀を打ち建てました。彼の墓は「永陵」と呼ばれ、1942年に防空壕うを掘ったとき偶然に発見されたもので、1979年から一般公開されるようになりました。

墓の外観は円形の山で、直径80m、高さ15mです。入り口に面している墓室は前、中、後の三つの部分からなり、前室と中室は木製の門で区切（くぎ）っています。言うまでもなくその当時の門ではなく、後に複製（ふくせい）したまのです。

王建の棺は中室に置かれています。中央の棺座の側面には石堀（いしぼり）の24人の奏者（そうしゃ）と、いかめしい顔をしている12人の力士の石彫があります。24人の奏者の中には踊り子が2人、他の22人はそれぞれ琵琶、箏、笙、鼓、などの楽器を持ち、まるで王建皇帝のために演奏しているようです。この24人編成の宮廷楽隊は、全国で唯一、唐代宮廷楽隊としての完備しており、唐及び五代十国時代の音楽史や宮廷楽隊構成、楽器史の研究をするためにも重要な歴史資料だた言われています。

12人の力士が棺の東西側面を支えていますが、その棺のお守りでもあるのでしよう。これらの像を見て、音楽だけではなく、当時の絵画、彫刻を知る上貴重な資料となっています。後室の寝床にあるのは王建の像です。寝床は50cmほど高さの台座の上に置かれており、王建が坐ている真中が両側よりすこし高くなっております。

帝王の平服（へいふく）を着て、玉帯を腰につけている王建は優しい顔をしていて、音楽しんでいるようです。中国では昔、歴代の主都（しゅと）はほとんど北方に建てられましたので、天子は北に座り、南に面するという決まるがあり、王建も例外ではなく、南に向かっております。

　お墓の中の発掘品からみて、「王建墓」が建造後の宋代に一回盗掘されたことがあるといわれていますが、あまり破壊されておりません。発掘されたものはほとんど「王建墓文物陳列館」に陳列されております。特に重要なのは「諡冊」、「哀冊」及び玉帯です。「諡冊」とは皇帝がなくなってからその功績を賛美する文章で、「哀冊」は弔辞（ちょうじ）です。皇帝にために正式に本を作ったにです。また、玉帯は昔帝王や官吏が腰に付けた玉の帯で、その太さにから官職の高低が分かり、皇帝が一番太いことも当然です。「陳列館」の中には当時の文化や町の建設、宗教、音楽、」文学、彫刻などについても写真と文字で紹介しております。

望江楼公園―竹の旅

唐代の女流詩人薛涛（せつとう）にちなんで、のはじめに造られた望江楼（ぼうこうろう）公園は成都の南部を流れている錦江のほとりに位置しております。

　現在は竹の公園としても国内外の観光客を引き付け（ひきつき）ていなす。正門に入り、目に入るのは道両側にびっしり植え込まれ（うえこまれ）ている各類の竹です。130余りの種類があり、中国内で竹の品類の一番多い公園となっているそうです。

　その種類は四川省産のものは勿論（もちろん）、省外、国外の品類も導入され、日本の大明竹も含まれています。公園内の竹は高いもの、低いもの、太いもの細いものと様々な形をしていて千差万別（せんさばんべつ）です。

　これらの竹はジヤイトパンダが食べている笹の竹でしようか。パンダは2，000―3，000mの海抜で生息していますから、その食物そしての笹はこの標高にだけ生えております。成都の平均標高は500mですので、竹の種類も違うわけです。

　まず薛涛を紹介いたしましょう。薛涛は西歴770年に成都で誕生し、この地で父をなくし、楽妓（わざおぎ）に身に落すことになりなした。しかし、詩才（しさい）に富んでいる彼女は数多くの名詩を残して唐代一のじょりゅう詩人と称えられたのです。公園に「薛涛井」があり、晩年彼女は水を汲み、詩箋（しせん）を作った井戸ですが、詩箋がきれいで明代に皇帝への貢物（みつぎもの）ともなったことから「薛涛井」も名を知られたのです。

　その南西の立っている四層の建物は望江楼で、崇麗閣（すうれいかく）ともいいます。下の二層が四角、上の二層が八角を下楼閣で、そりかえった屋根は実に優美さ（ゆうび）を感じさせています。こうの楼閣は建てた直後に崇麗閣と言われましたが、後にその側の吟詩楼も建造され、竣工のお祝いに来た人々から「望江楼望江流，江流千古，江楼千古」戸称えられましたことから望江楼とも呼ばれるようになりました。「江を眺める楼で江の流れを眺め、流れも千古、楼も千古。」との意味です。吟詩楼に登り、詩情（しじょう）をかみしめましたらいかがでしょう。

　望江楼公園は薛涛を記念して造られた名所ですが、こんなに多く竹を植えたのはなぜでしょうか。これは中国の昔文人墨客（ぶんじんぼっきゃく）が竹に対する特別な感情をもっていたからです。「食べ物は肉がなくても大丈夫、住まいには竹なかったか駄目」と宋代の大文学家

蘇軾（そうしき）が言われたように、竹は昔から文人墨客が欠かしてはいけないまのとして珍重されてきました。常緑（じょうりょく）植物として一年中そそり立ってに天に向かい立っている聳えたっていることから粘り強く向上心のある喩えで、その上、根がしっかりはっているのも自制心を持っていることと賛美（さんび）されています。

　清代の著名な詩人で画家でもある鄭坡橋の詩に「青山をしっかり噛み付き（かみつき）、岩石に根づけ、いくら練磨（れんま）されても変わらなく強靭（きょうじん）で、東南西北の風をものをにしない」とあり、竹の精神をさらに高めているのでしょう。ですから詩人を記念」する所に竹を植える当然なことなのです。精神面だけではなく、特に田舎で竹で作ったをドアやござ、椅子、箸、扇子などがよく見かけられます。市内部の北の方に竹細工の工場があり、それは工芸技術品（こうげいぎじゅつしな）で民芸調（みんげいちょう）の物とはまったく違います。節間（せつかん）の長い竹を細かく削（そ）いで竹糸（たけいと）にし、景徳鎮の磁器に合わせて組み上げた「瓷胎竹編」という工芸品です。小さい茶具セツトから大きさい花瓶まで記念品やプレゼントにしても、実用品としても素晴らしいです。

　望江楼公園を見ることによって、中国の文化の勉強をすることもできますし、成都市の竹細工も見られます。訪ねる人によっては成都市での竹文化の見学会場とも言えるでしょう。

桃坪村

　四川省には少数民族がたくさんあります。阿坝州と言う少数民族自治区は最大の羌族が集まっている所です。今から行く目的の桃坪村は羌族文化の代表です。

羌族の歴史：

　羌族は中国の少数民族の中で歴史が一番古い民族の一つです。今はほとんどは九寨溝に行く途中にある岷江流域（りゅういき）に住んでいて、人口は大体20万人ぐらいです。羌族の歴史は今から遡る（さかのぼる）と大体3000年ぐらい前です。殷の時代甲骨文（こうこつぶん）の中にそれに関する記録がありました。秦の始皇帝の時から、羌族の祖先はもうここに住み始めますた。唐の時代、一部の人はチベット族と漢民族の土地に移住（いじゅう）して、同化（どうか）されましたが、大部分羌族の人は岷江流域の上流に引っ越してきて、その時以来ずっとそこに住んできました。元々の遊牧（遊牧）の生活様式も変わって、農牧民（のうぼくみん）になりました。羌族は自分の言葉がありますが、漢民族とチベットの言葉に良く似ています。でも、いまの羌族の人はほとんど自分の言葉をつかわなくて、漢民族の言語を使っています。

羌族の宗教信仰：

羌族の人は天の神様を信仰しています。そのうえ、白い石gふぁ天の神様の象徴として崇拝（すうはい）しています。屋根屋仏壇（ぶつだん）などで白い石を置いて祭っています。なぜ羌族の人白い石をそんなに崇拝しますか、それについて、一つの伝説があります。昔々、羌族の人はほかの民族と戦争をした時、もうすぐ敗戦（はいせん）したところに、空から三つの白い石が落ちてきて、三つの雪山にかわりました、そのため、敵の進撃（しんげき）の道を隔（へだ）てまして、羌族の人に危ないところを救われて（すくう）いました。その後、白い石を天の神様として信仰しています。そして、羌族の人は白い石も自分の保護神だと思っています。

羌族の婚姻：

　昔、羌族の婚姻は両親に決定する事でした。配偶（はいぐう）の間、しばしば（通常）女性は男性より年上でした。それから、結婚した後で、新婦（花嫁）はすぐ新郎（花婿）の家に住んではいけません、新婦は実家（郷）で少なくとも、一年以上住んだ後で、新郎のいえに住み引っ越すことができます。それは昔の古い習慣ですが、今は全然ちがいます、今の若者は自由恋愛ができる上に、結婚する前にもう一緒に住んでいる人が多いです。時代の変化にしたがって、少数民族の観念（かんねん）も進んでいるでしょう。

羌族の服：

　羌族の服は質素（しっそ）でかんたんです。男性と女性は普通麻（あさ）で編んだ着物をかけ、外側は羊の皮で作ったチョッキを着ています。祝日の時、云云鞋と言う刺繍についての靴を履（は）いています。その靴の先はちょっと船みたいです。両側に雲紋様の図案があり、とても綺麗です。細かに見ると、この靴の作り方は全部人工でほんとうに難しいです。

羌族の食べ物：

　羌族の主食はジャガイモとトウモロコシ（玉蜀黍）です。一般は玉蜀黍を加工してから、粥やまんとーやお菓子などを作ります。名物料理は燻製（くんせい）の咂酒と言うお酒です。このお酒は青稞（はだかむぎ）、小麦、大麦、などの食糧で醸造（じょうぞう）した物です。飲む時、竹管（竹で作ったくだ）で順番にお酒を吸い取ります。この酒の飲み方は羌族の特別の所を現せます。

羌族の祝日：

　羌族の主な祝日は羌族の年、山の祭り会m歌の祭り会です。羌族の年は毎年の10月に行います。同時に作物の収穫を祝います。山の祭り会、つまり山の神様をお祈りする事です。この祭りは男性しか参加しません、一般は毎年の正月、五月、十月に行います。この祭りの司会は占い師（うらないし）を担当します。その時は家畜（かちく）を殺して、神様を祭ります。そして羌族の史詩を歌って、気候が順調である事を祈ります。歌の祭り会は女の神様をお祭りします。この祝日は普通五月の三日から五月の六日まで行われますが、もし、当時に五十歳以下の女性が死んだ事があったら、この祝日がキャンセルします。

羌族の歌と踊り：

　羌族の人は歌と踊りが上手です。そして長い歴史を持っています。羌族の人は働きながら歌を歌っている事が好きです。よく食事の時テーブルを囲んでお酒を飲んだり、歌を歌ったり、踊りを踊ったりする習慣があります。」そんな時とても楽しいでしょうね。
羌族の刺繍（ししゅう）：

　羌族の刺繍はとてもうまくて、図案は豊富で色が鮮やかできれいです。それは羌族の伝統的な工芸品（こうげいひん）です。女性は必ず刺繍はできます。もし刺繍できないと、結婚したらお花婿（はなむこ）が軽蔑（けいべつ）されます。だから、女性たちは子供の時から刺繍を勉強詩始めます。

羌族の禁制：

羌族のストーブ（こんろ焜炉）は自分の家族としてとても重要です。つつく（ゆびなどで）叩くのはだめです。白い石は羌族のシンボルで触れるのがだめです。許可をもらえないと、写真をとってはいけない。羌族の祭りの時、ほかのひとは許可しないと、入ってはいけません。もし、入ったら、やかましく触れってはいけません。

羌族の家屋（かおく）：

羌族の家屋は石で作ります。屋根が平坦（へいたん）で物干（ものほ）し台として使います。普通は二階建てと三階建てを分かれています。第一階は家畜を飼う所で使います。第二階は人々を住んでいるところで、第三階はさまざまの物を置くし、穀物（こくもつ）を照るし（てるし）あるいは物干し台として使います。羌族の部屋と部屋の窓はちよっと小さいですけれども、寒さを妨ぐと盗賊（とうぞく）を妨ぐのは非常に目立ちます。

羌族のとりでは羌族建築の特徴です。とりででは軍事のために作った建築です。昔、羌族はほかの民族の侵犯（しんぱん）と襲撃（しゅうげき）を受けたことが多かったから、羌族の人の中で頭が賢い人はこんな建築を建てました。とりでは四角、六角、八角の形があります。一番高い所は十階あまりがあります。それらの構成が均整（きんせい）だし、丈夫で長持ちます。特に軍事上で活躍しています。とりでのうえに立っている人は遠い所を見えるばかりでなく、情報を伝える事も速いです。その上、高い所にあって下を見下ろすと、敵を反撃（はんげき）しやすいです。実は昔とりでの高さは４０メートルがありましたが自然風化のために今は２０メートルぐらいしか残っていませんでした。羌族のとりではほとんだ石と粘り気（ねばりけ）が強い黄土（おうど）で作りました。とても丈夫です、百年以上でも倒れません。昔の戦争した時、とりではとても重要な防御武器（ぼぎょぶき）でした。人々は充分の食べ物と水を持ってとりでの中に隠れて、自分の安全を守ることができました。そして、とりでの作るところも重要です。なぜかと言うと、普通とりでは道の交差点、あるいは山地の険しい（けわしい)所に建て、守ることが易い、攻められるのが難しいです。

奇妙（きみょう）な東方古堡（東の方向の古いとり）

羌族の特別なとりでと家屋は東方古堡と呼ばれています。この奇妙な建築群（けんちくぐん）の下には偉い工事が隠れています。それは地下水網（みずあみ０です。坂の傾斜度（けいしゃど）を利用して、地下に全部の家屋がつながれる溝を掘りました。山から水を引き出しました。だから、人々は出かけなくて水を取り出すことができます。もし戦争だったら、敵に包囲（ほうい）される時、心配しなくて、地下水網は完璧な消化施設と安全な地下水道として使われています。すごくうまいでしょう。羌族の建築特徴が分かった後で、羌族の人の性格を少し分かる気がするでしょう。羌族は勇ましい民族ですけれども、戦争が好きな民族ではないと思っているでしょう。何故かと言えば、羌族の建築物は完璧な防御体系(ぼうぎょたいけい）として使います、ほかの人をいじめる気持ちが全然ないです。今は時代の進歩に従って、中国の５６の民族が団結（だんけつ）しあって、少数民族の生活もだんだん良くなっています。
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